
第
一
七
七
回　

住
総
研
江
戸
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム

 
第
四
回
シ
リ
ー
ズ
フ
ォ
ー
ラ
ム「
東
京
の
地
域
学
を
掘
り
起
こ
す
」

 

発
掘
資
料
か
ら
み
る
江
戸
東
京
の
連
続
性
・
非
連
続
性

 
 

 
 

 
 

 
 

 

日
時　

二
〇
〇
八
年
一
月
一
二
日（
土
）　

一
五
：
〇
〇
〜
一
七
：
三
〇

 
 

 
 

 
 

 
 

 

会
場　

た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館　

一
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル

 
 

 
 

 

開
会
挨
拶　

 

大
河
喜
彦　

3

 
 

 
 

 

趣
旨
説
明 

小
林　

克　

4

 
 

 
 

 

報

告

❶　

江
戸
か
ら
明
治
の
連
続
性
│「
嗜
好
品
」な
ら
び
に「
洋
風
建
築
」を
中
心
に
│ 

谷
田
有
史　

5

 
 

 
 

 

報

告

❷　

港
区
の
調
査
事
例
か
ら
見
る 

近
世
か
ら
近
代
へ
の
変
化
の
一
様
相 

毎
田
佳
奈
子　

8

 
 

 
 

 

報

告

❸　

土
管
で
つ
な
が
る
江
戸
か
ら
明
治
│
豊
島
・
新
宿
・
千
代
田
区
の
事
例
か
ら
│ 

水
本
和
美　

11

 
 

 
 

 

報

告

❹　

町
人
地
・
武
家
地
の
江
戸
か
ら
明
治
│
日
本
橋
・
京
橋
地
域
を
中
心
に
│ 

仲
光
克
顕　

14

 
 

 
 

 

コ
メ
ン
ト 

波
多
野
純　

18

 
 

 
 

 

質
疑
応
答 

小
林（
司
会
）＋
仲
光
＋
毎
田
＋
水
本　

20

 
 

 
 

 

江
戸
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
話
題
一
覧
他 

23

 

主
催　

財
団
法
人　

住
宅
総
合
研
究
財
団
／
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館



フ
ォ
ー
ラ
ム
趣
旨

近
世
か
ら
近
代
へ
の
流
れ
を
一
貫
し
た
視
点
で

捉
え
よ
う
と
、「
江
戸
東
京
学
」が
生
ま
れ
ま
し

た
。
そ
れ
は
東
京
と
い
う
地
域
を
深
く
知
る
、
一

種
の
地
域
学
で
も
あ
り
ま
す
。
同
時
に
、
東
京
に

は
異
な
る
性
格
を
も
つ
多
く
の
地
域
が
あ
り
、
地

域
の
資
料
館
等
で
は
熱
心
な
活
動
が
展
開
さ
れ
、

優
れ
た
学
芸
員
等
に
よ
る
膨
大
な
研
究
が
蓄
積
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
江
戸
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
は
、「
東
京
の
地
域
学
を
掘
り
起
こ
す
」と
い

う
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
シ
リ
ー
ズ
で
地
域
の
資
料

館
等
の
活
動
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
が「
幕
末
ニ
ッ
ポ
ン
│

ハ
リ
ス
と
黄
昏
の
大
君
の
都
│
」特
別
展
を
開
催

し
ま
す
。
シ
リ
ー
ズ
第
四
回
は
、
そ
れ
と
リ
ン
ク

を
さ
せ
、
江
戸
か
ら
東
京
へ
の
変
遷
が
、
連
続
的

で
あ
っ
た
の
か
断
絶
が
あ
っ
た
の
か
を
、
発
掘
資

料
か
ら
問
い
ま
す
。
考
古
学
分
野
で
は
、
近
年
江

戸
遺
跡
、
さ
ら
に
は「
東
京
遺
跡
」の
発
掘
事
例
は

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
遺
跡
の

上
層
に
は
必
ず
近
代
の「
東
京
」が
存
在
し
て
い

ま
す
。
で
は
、
考
古
学
か
ら
み
て
江
戸
東
京
は
連

続
的
な
の
か
、
断
絶
が
あ
る
の
か
、
あ
る
と
し
た

ら
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
現
れ
て
い
る
の

か
、
都
心
各
区
の
発
掘
担
当
者
に
事
例
を
発
表
し

て
も
ら
い
、
各
地
域
の
事
例
を
検
討
し
ま
す
。
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開
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挨
拶

�

た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
館
長

 

大
河
喜
彦

本
日
は
お
足
元
の
悪
い
な
か
、「
江
戸
東
京

フ
ォ
ー
ラ
ム
」に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

資
料
を
見
て
お
り
ま
し
た
ら
、
江
戸
東
京

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
な
ん
と
二
〇
年
以
上
に
わ
た

り
、
延
べ
一
七
七
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
継
続
し
て
い

る
そ
う
で
す
が
、
大
変
長
寿
の
定
期
フ
ォ
ー
ラ
ム

だ
な
と
驚
き
ま
し
た
。

最
初
に
当
館
の
特
別
展
の
開
催
状
況
に
つ
い
て

若
干
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
案
内
の
と
お
り
、
本
年
二
〇
〇
八
年
は
、
ハ

リ
ス
と
江
戸
幕
府
が
日
米
修
好
通
商
条
約
を
締
結

し
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
五
〇
周
年
に
当
た
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
当
館
も
本
年
二
〇
〇
八
年
が
開

館
三
〇
周
年
に
当
た
り
節
目
の
年
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
現
在
、「
幕
末
ニ
ッ
ポ
ン

│
ハ
リ
ス
と
黄
昏
の
大
君
の
都
│
」と
い
う
展
覧

会
を
開
催
中
で
す
。
幸
い
大
変
多
く
の
方
に
入
館

い
た
だ
き
ま
し
て
好
評
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
の「
江
戸
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
は「
発
掘

資
料
か
ら
み
る
江
戸
東
京
の
連
続
性
・
非
連
続
性
」

と
い
う
非
常
に
興
味
あ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
す
。
江
戸
東
京
と
言
い
ま
し
て
も
、
地

域
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
発
掘
資
料
が
出
て
お
り
ま

す
か
ら
、
そ
こ
に
は
さ
ま
ざ
ま
に
異
な
る
文
化
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
想
像
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

そ
れ
が
連
続
的
で
あ
っ
た
か
非
連
続
的
で
あ
っ
た

か
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
は
、
私
自
身
も
大
変
興

味
を
も
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
は
当
館
と
住
宅
総
合
研
究
財
団
の
共
催
と

い
う
形
で
江
戸
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
住
宅
総
合
研
究
財
団
に
は
、
展
覧
会
の

幕
末
ニ
ッ
ポ
ン
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
も
非
常

に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
席
を
お

借
り
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
成
功
裏
に
行
わ
れ
ま
す
こ

と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

会場の様子

お
お
か
わ
・
よ
し
ひ
こ

一
九
四
五
年
千
葉
県
生
ま
れ
。
東
京
大
学
農
学
部
卒
業
。

薬
学
博
士
。
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
館
長
。
J
T
非
常
勤

顧
問
。
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趣
旨
説
明

�

東
京
都
歴
史
文
化
財
団

 

小
林
克

本
日
の「
江
戸
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
」は「
発
掘
資

料
か
ら
み
る
江
戸
東
京
の
連
続
性
・
非
連
続
性
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
こ
の「
江

戸
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
」は
、
近
年
、
東
京
の
地
域

学
を
掘
り
起
こ
そ
う
と
い
う
こ
と
で
、
地
域
研
究

を
き
ち
ん
と
取
り
上
げ
る
シ
リ
ー
ズ
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
江
戸
東
京
は
連
続
的
な
の
か
、
非
連
続

的
な
の
か
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
分
野
か
ら
追
及

し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
う
し
た
な
か
、
考
古

学
に
あ
っ
て
も
、
江
戸
の
発
掘
調
査
が
非
常
に
盛

ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
遺
跡
の
発
掘
を
す
る

と
、
必
ず
そ
の
上
に
は
東
京
、
近
代
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
近
代
の
明
治
以
降
の
遺
跡
の
発
掘
も
、
い

く
つ
か
の
場
所
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
日
は
千
代
田
区
、
港
区
、
中
央
区
を
中
心
に

し
た
都
心
部
の
、
江
戸
東
京
の
事
例
を
報
告
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
最
初
に「
た
ば
こ
と
塩
の
博
物

館
」の
谷
田
氏
、
二
番
目
が
毎
田
氏
、
三
番
目
が

水
本
氏
、
四
番
目
が
仲
光
氏
と
い
う
順
番
に
発
表

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
あ
と
質
疑
・
討
論
と

い
う
形
で
、
コ
メ
ン
ト
を
波
多
野
純
先
生
に
い
た

だ
く
形
で
進
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
ば
や
し
・
か
つ

一
九
五
九
年
新
潟
県
生
ま
れ
。
日
本
大
学
史
学
専
攻
修

了
。
一
九
八
九
年
よ
り
学
芸
員
と
し
て
江
戸
東
京
博
物
館

準
備
に
携
わ
る
。
江
戸
東
京
博
物
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ

ズ「
今
戸
焼
」な
ど
四
シ
リ
ー
ズ
を
制
作
。
共
著
に『
掘
り

出
さ
れ
た
都
市

─
日
蘭
出
土
資
料
の
比
較
か
ら
』ほ
か
。

『
昔
の
く
ら
し
の
道
具
事
典
』で
産
経
児
童
出
版
文
化
賞
大

賞
受
賞
。

今
日
は
雨
の
お
寒
い
な
か
、
皆
さ
ん
集
ま
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
て
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
そ
れ
で
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
報
告
を
開
始

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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谷
田
有
史

■　

幕
末
と
は
い
つ
か
?　
■

私
は
直
接
、
近
世
・
近
代
の
遺
跡
の
発
掘
に
は

携
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
今
日
は
、
最

近
の
発
掘
調
査
の
な
か
で
見
聞
き
し
た
こ
と
な
ど

を
も
と
に
、
近
世
と
近
代
を
結
び
つ
け
て
い
る
幕

末
と
い
う
時
代
に
つ
い
て
、
私
な
り
に
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
幕
末
を「
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
の
期
間

と
す
る
か
」と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
終

わ
り
に
つ
い
て
は
、
徳
川
幕
府
が
瓦
解
し
て
明
治

新
政
府
が
樹
立
さ
れ
た
慶
応
四
年

│
明
治
元

（
一
八
六
八
）年
│
と
す
る
こ
と
に
特
に
異
論
は
な

い
で
し
ょ
う
。
一
方
、
そ
の
始
ま
り
は
い
つ
な
の

か
。
こ
れ
に
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
私
は
、
嘉
永

六
年
六
月（
一
八
五
三
年
七
月
）の
ペ
リ
ー
来
航
が
ひ

と
つ
の
区
切
り
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

翌
安
政
元（
一
八
五
四
）年
に
日
米
和
親
条
約
が
締

結
さ
れ
、
二
世
紀
以
上
に
渡
っ
て
続
い
た
鎖
国
が

終
わ
り
ま
す
。
こ
の
日
米
和
親
条
約
中
の
外
交
官

の
駐
在
に
関
す
る
条
文
に
し
た
が
っ
て
、
タ
ウ
ン

ゼ
ン
ド
・
ハ
リ
ス
が
初
代
ア
メ
リ
カ
駐
日
総
領
事

と
し
て
安
政
三（
一
八
五
六
）年
に
来
日
し
ま
す
。

ハ
リ
ス
来
日
の
最
終
目
的
は
、
日
米
修
好
通
商

条
約
の
締
結
で
す
。
ハ
リ
ス
は
下
田
に
着
任
し
て

か
ら
一
四
カ
月
後
の
一
八
五
七
年
一
一
月
三
〇

日
、
和
暦
安
政
四
年
一
〇
月
一
四
日
に
江
戸
に
出

て
、
九
段
坂
下
に
あ
っ
た
蕃
書
調
所
に
逗
留
し
ま

す
。
そ
し
て
、
一
三
代
将
軍
家
定（
二
〇
〇
八
年
大
河

ド
ラ
マ
の
主
役
篤
姫
の
夫
）に
謁
見
し
て
ア
メ
リ
カ
大

統
領
の
親
書
を
上
呈
し
ま
す
。
以
降
幕
府
と
一
四

回
に
及
ぶ
交
渉
を
重
ね
、
一
八
五
八
年
、
江
戸
湾

小
柴
沖
の
米
艦
ポ
ー
ハ
タ
ン
号
の
上
で
、
日
米
修

好
通
商
条
約
を
結
ぶ
こ
と
に
成
功
し
ま
す
。

幕
府
は
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
の
修
好
通
商
条
約

と
同
様
の
条
約
を
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ロ
シ
ア
、
イ
ギ

リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
と
締
結
。
そ
の
結
果
、
既
に
開

港
し
て
い
た
下
田
、
箱
館
の
ほ
か
、
神
奈
川
、
長

崎
、
新
潟
、
兵
庫
の
四
港
を
新
た
に
開
港
、
幕
府

の
管
理
が
及
ば
な
い
自
由
貿
易
が
始
ま
る
わ
け
で

す
。
さ
ら
に
江
戸
に
は
、
各
国
の
公
使
館
も
置
か

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
広
い
意
味
で
の
幕
末
の
始

ま
り
は
嘉
永
六
年
、
一
八
五
三
年
の
ペ
リ
ー
来
航

時
、
そ
し
て
狭
い
意
味
で
の
始
ま
り
は
、
日
米
修

好
通
商
条
約
が
結
ば
れ
た
安
政
五
年（
こ
の
年
、
ア
メ

リ
カ
の
ほ
か
に
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ロ
シ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス

と
も「
安
政
五
カ
国
条
約
」が
結
ば
れ
ま
し
た
）を
幕
末
と
捉

え
て
も
い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
条
約

締
結
に
よ
り
、
安
政
六（
一
八
五
九
）年
横
浜
が
開
港

さ
れ
ま
し
た
。

■　

海
外
風
俗
の
伝
播　

た
ば
こ
・
酒　
■

開
港
し
た
横
浜
に
は
、
海
外
か
ら
の
外
国
人
も

日
本
人
も
多
く
訪
れ
ま
し
た
。
当
時
の
江
戸
の

人
々
に
と
っ
て
、
横
浜
に
お
け
る
外
国
人
の
風
俗

は
大
き
な
関
心
事
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た

人
々
の
欲
求
に
応
え
た
も
の
と
し
て
、「
横
浜
絵
」

と
呼
ば
れ
る
浮
世
絵
が
売
り
出
さ
れ
て
人
気
を
博

し
ま
す
。
こ
の
横
浜
絵
は
、
浮
世
絵
師
が
外
国
人

を
実
際
に
見
て
描
い
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
輸
入
さ

れ
た
本
の
挿
絵
を
参
考
に
想
像
で
描
い
た
も
の
も

あ
り
ま
し
た
。

横
浜
絵
は
大
き
く
二
つ
に
分
類
で
き
ま
す
。
外



発掘資料からみる江戸東京の連続性・非連続性 � �

国
人
の
風
俗
を
描
い
た
絵
と
横
浜
の
町
の
様
子
を

描
い
た
絵
で
す
。
特
に
外
国
人
の
風
俗
を
描
い
た

作
品
に
は
、
た
ば
こ
に
関
す
る
も
の
が
多
く
興
味

を
ひ
き
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
日
本
で
は
、
髪
の
毛

ほ
ど
の
細
さ
に
刻
ん
だ
刻
み
た
ば
こ
を
煙
管
に
詰

め
て
吸
う
ス
タ
イ
ル
が
一
般
的
で
し
た
。
そ
れ
に

対
し
て
、
ク
レ
ー
パ
イ
プ
と
呼
ば
れ
る
素
焼
き
の

パ
イ
プ
や
葉
巻
を
吸
う
外
国
人
の
姿
は
、
絵
師
の

目
に
と
て
も
印
象
深
く
映
り
、
こ
れ
ら
の
絵
が
多

く
描
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

も
う
ひ
と
つ
代
表
的
な
嗜
好
品
と
し
て
、
お

酒
が
あ
り
ま
す
。
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ド
・
ハ
リ
ス
の

『
日
本
滞
在
記
』に
は
、
当
時
幕
府
役
人
へ
の
贈
答

品
と
し
て
、
ブ
ラ
ン
デ
ー
、
シ
ャ
ン
パ
ン
、
シ
ェ

リ
ー
酒
、
そ
の
他
各
種
リ
キ
ュ
ー
ル
類
を
渡
し
た

と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

横
浜
に
は
外
国
人
を
対
象
と
し
た
酒
場
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
様
子
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
画
家

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ワ
ー
グ
マ
ン
の
風
刺
画
に
も
描
か

れ
て
い
ま
す［
図
1
］。
彼
は
イ
ギ
リ
ス
の
新
聞『
イ

ラ
ス
ト
レ
イ
テ
ッ
ド
・
ロ
ン
ド
ン
ニ
ュ
ー
ス
』の

特
派
通
信
員
兼
契
約
画
家
と
し
て
幕
末
の
日
本
を

紹
介
し
ま
し
た
。
横
浜
に
外
国
の
艦
船
が
入
る

と
、
水
兵
た
ち
は
み
な
外
国
人
居
留
地
内
の
酒
場

に
集
ま
っ
て
酒
を
飲
み
グ
デ
ン
グ
デ
ン
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
開
港
後
に
か
な

り
の
洋
酒
が
わ
が
国
に
伝
え
ら
れ
、
江
戸
に
も
伝

え
ら
れ
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。
実
際
、
幕
末
期
の

近
世
遺
跡
か
ら
は
、
ワ
イ
ン
ボ
ト
ル
や
ジ
ン
ボ
ト

ル
が
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。

■　

幕
末
期
の
洋
風
建
築　
■

続
き
ま
し
て
、
近
世
・
近
代
の
考
古
学
研
究
で

は
建
築
物
か
ら
の
視
点
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
の

で
、
幕
末
か
ら
始
ま
っ
た
洋
風
建
築
に
つ
い
て
簡

単
に
見
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

洋
風
建
築
が
主
な
画
題
と
し
て
描
か
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
明
治
維
新
以
降
で
す
。
こ
れ
は
明

治
維
新
を
迎
え
る
ま
で
、
一
般
の
日
本
人
が
横
浜

の
外
国
人
居
留
地
へ
の
立
ち
入
り
を
制
限
さ
れ
て

い
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
横
浜
の
吉
田
橋

に
は
、
明
治
四
年
ま
で
関
門
と
い
う
関
所
的
な
も

の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
明
治
四
年
以
降
は
日
本
人

も
自
由
に
出
入
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に

と
も
な
い
居
留
地
内
の
建
物
が
多
く
描
か
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。
明
治
に
な
る
と

東
京
の
築
地
で
も
洋
風
建
築
の
建
設
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
幕
末
か
ら
明
治
初
期
、
時
代
を
象
徴
す

る
洋
風
の
建
造
物
が
浮
世
絵
の
題
材
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
た
の
は
、
い
ま
、
東
京
タ
ワ
ー
が
昭
和

三
〇
年
代
を
象
徴
す
る
建
造
物
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
る
の
と
何
か
し
ら
つ
な
が
る
と
こ
ろ
が
あ
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

さ
て
、
で
は
当
時
の
日
本
人
、
特
に
日
本
人
の

建
築
家
、
あ
る
い
は
建
築
業
界
に
携
わ
る
人
間

は
、
洋
風
建
築
に
技
術
的
な
分
野
で
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
建
物
自
体
の
設

図 1　横浜の外国人居留地における酒場の風刺画
C. ワーグマン画　1862 年ごろ
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計
は
、
明
治
初
期
、
お
雇
い
外
国
人
が
設
計
し
た

も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
幕
末
で
も
そ
う

だ
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
と
思
い
ま
す
が
、
細
々

と
し
た
造
作
な
ど
に
つ
い
て
は
、
案
外
、
日
本
人

の
建
築
家
が
関
わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
辺
に
関
す
る
史
料

が
な
か
な
か
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
昨
年
末
の『
読

売
新
聞
』の
記
事（「
横
浜
の
外
国
人
居
留
地 
遣
構
本
調
査
」

二
〇
〇
七
年
一
二
月
一
四
日
）に
よ
る
と
、
今
ま
で
行
わ

れ
な
か
っ
た
、
幕
末
、
近
代
の
重
要
地
点
、
横
浜

の
発
掘
調
査
が
始
ま
っ
た
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

考
古
学
的
調
査
に
よ
り
、
洋
風
建
築
の
構
造
や
歴

史
が
解
明
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
非
常
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
幕
末
期
に
お
い
て
江
戸
の
市
中
、

御
殿
山（
当
時
の
感
覚
で
は
市
街
地
）に
洋
風
の
建
築
物

が
建
っ
て
い
ま
す
。
品
川
宿
に
近
い
御
殿
山
に
各

国
公
使
館
が
建
設
さ
れ
る
計
画
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
幕
末
の
攘
夷
運
動
の
高
ま
り
の
な
か
で

相
次
い
だ
外
国
人
殺
傷
事
件（
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ド
・
ハ
リ

ス
の
通
訳
兼
秘
書
を
勤
め
て
い
た
ヘ
ン
リ
ー
・
ヒ
ュ
ー
ス
ケ
ン

の
暗
殺
、
イ
ギ
リ
ス
の
公
使
館
が
置
か
れ
て
い
た
東
禅
寺
を
水

戸
浪
士
が
襲
撃
し
た
事
件
な
ど
）に
よ
り
、
諸
外
国
が
安

全
な
公
使
館
の
用
地
を
御
殿
山
に
設
け
る
こ
と
を

幕
府
に
要
求
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

公
使
館
の
敷
地
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、

ア
メ
リ
カ
、
オ
ラ
ン
ダ
の
四
カ
国
に
割
り
振
ら
れ

ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
公
使
館
の
建
設
が
始
ま
っ

た
の
が
文
久
元（
一
八
六
一
）年
一
一
月
。
翌
、
文

久
二（
一
八
六
二
）年
一
二
月
に
は
、
ほ
ぼ
建
物
は
完

成
し
ま
し
た
が
、
完
成
間
近
の
イ
ギ
リ
ス
公
使
館

は
、
文
久
二
年
一
二
月
一
二
日
に
高
杉
晋
作
、
伊

藤
俊
輔（
後
の
伊
藤
博
文
）、
志
道
聞
多（
後
の
井
上
馨
）

ら
長
州
藩
士
に
よ
っ
て
焼
き
払
わ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
御
殿
山
に
外
国
の
公
使
館
を
建

て
る
と
い
う
計
画
は
頓
挫
、
完
成
を
見
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
や
東
京
都
立
中
央
図
書

館
の
東
京
誌
料
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
の
と

き
の
建
設
計
画（
各
国
公
使
館
の
平
面
図
、
立
面
図
等
）を

見
ま
す
と
、
す
べ
て
洋
風
建
築
物
と
し
て
建
て
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
洋
風
建
築
物
の
図
面
は
、
当
時
、
幕
府

の
作
事
方
の
大
工
頭
に
属
し
た
大
棟
梁
、
辻
内
近

江
が
作
成
し
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
少
な
く

と
も
、
こ
の
御
殿
山
の
外
国
公
使
館
の
建
設
に
際

し
て
、
日
本
人
建
築
家
、
建
築
業
者
が
携
わ
っ
て

い
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

公
使
館
の
建
築
は
、
当
然
外
国
人
建
築
家
の
指

導
を
受
け
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
日
で
い
え

ば
清
水
建
設
と
い
っ
た
よ
う
な
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン

的
立
場
に
あ
っ
た
幕
府
作
事
方
に
属
す
る
建
築
業

者
が
、
こ
の
よ
う
に
洋
風
建
築
で
建
ら
れ
た
建
物

の
建
設
に
携
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
後
の
明
治

に
建
て
ら
れ
た
洋
風
建
築
の
建
築
技
術
習
得
に
、

日
本
人
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
と
い
う
点
で
、
非
常
に
興
味
を
覚
え
る
と
こ
ろ

で
す
。
私
の
発
表
は
こ
れ
で
終
わ
り
ま
す
。

た
に
だ
・
ゆ
う
し

一
九
五
八
年
東
京
都
生
ま
れ
。
國
學
院
大
学
文
学
部
史
学

科
卒
業
。
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
主
任
学
芸
員
。
日
本
女

子
大
学
非
常
勤
講
師
。
共
著
に『
江
戸
の
食
文
化
』（
吉
川

弘
文
館
、
一
九
九
二
）ほ
か
。
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告
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港
区
の
調
査
事
例
か
ら
見
る

近
世
か
ら
近
代
へ
の
変
化
の
一
様
相

�

港
区
立
港
郷
土
資
料
館

 

毎
田
佳
奈
子

今
日
は
、
港
区
北
部
に
お
け
る
武
家
地
の
三
カ

所
の
遺
跡
を
主
に
取
り
上
げ
ま
す
。「
津
和
野
藩

亀
井
家
屋
敷
跡
遺
跡
」で
は
非
連
続
性
を
、「
旗

本
柴
田
家
屋
敷
跡
遺
跡
」「N

o.19

遺
跡
」で
は
土

地
利
用
に
お
け
る
連
続
性
を
見
て
い
き
ま
す
。
そ

の
三
遺
跡
の
位
置
と
近
代
に
お
け
る
変
化
の
さ
ま

ざ
ま
な
事
柄
と
を
考
え
合
わ
せ
な
が
ら
、
変
化
の

背
景
を
捉
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

■　

津
和
野
藩
亀
井
家
屋
敷
跡
遺
跡　
■

津
和
野
藩
亀
井
家
屋
敷
跡
遺
跡
は
、
江
戸
城
か

ら
南
西
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
南
麻
布
五
丁
目
、
都
立
中
央
図
書
館

の
す
ぐ
南
に
あ
り
ま
す
。
麻
布
周
辺
は
下
屋
敷
、

中
屋
敷
が
多
か
っ
た
場
所
で
す
。

幕
末
の
絵
図
に
よ
る
と
、
こ
こ
は
江
戸
時
代
に

は
旗
本
松
平
家
の
屋
敷
で
し
た
。
遺
構
全
体
図

に
よ
る
と
、
掘
立
柱
建
物
を
中
心
と
し
た
空
間
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
一
部
、
敷
地
の
両

端
あ
た
り
に
塀
の
跡
、
井
戸
が
数
基
、
地
下
室
、

土
坑
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
基
本
的
に

は
調
査
区
す
べ
て
の
場
所
で
建
物
跡
が
検
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

次
は
明
治
四
二
年
の
図
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
の
場
所
に
は
内
閣
統
計
局
が
敷
地
を
持
っ
て
い

ま
し
た
。
建
物
は
、
川
原
石
、
丸
石
、
切
り
石
等

を
主
体
と
す
る
礎
石
群
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
そ

れ
を
大
型
の
円
形
ま
た
は
方
形
の
掘
り
込
み
の
中

に
詰
め
る
と
い
う
の
が
基
本
的
な
建
物
の
基
礎
で

し
た
。
一
部
煉
瓦
基
礎
で
つ
く
ら
れ
た
、
洗
濯
室

の
基
礎
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
煉
瓦
は
イ
ギ

リ
ス
積
で
積
ま
れ
て
い
ま
す
。
建
物
の
礎
石
に
並

行
す
る
よ
う
に
、
煉
瓦
の
下
水
溝
が
確
認
さ
れ
て

い
て
、
そ
こ
か
ら
土
管
が
接
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

煉
瓦
で
は
、
煉
瓦
製
造
会
社
を
示
す
上
敷
面
製
、

ま
た
は
桜
の
蕾
の
刻
印
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
一
期
と
二
期
と
の
間
に
は
、
一
九

世
紀
第
三
四
半
期
を
廃
絶
年
代
と
す
る
遺
構
が
あ

ま
り
見
ら
れ
な
い
わ
け
で
す
。
一
八
九
〇
年
代
以

降
の
ク
ロ
ム
青
磁
の
椀
の
破
片
は
数
点
見
つ
か
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
一
括
資
料
の
な
か
に
は
ほ
と

ん
ど
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
年
代
的
に
非
常
に
薄

い
状
況
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
二
期
の
遺
構
の
特

徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
近
世
の
陶
磁
器
を

含
ま
ず
、
近
代
の
遺
物
群
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
す
。
イ
ン
ク
瓶
が
多
量
に
出
土
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
統
計
局
と
銘
が
打
っ
て
あ
っ
て
二
重

線
が
入
っ
た
椀
も
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
見
て
い
く
と
、
当
遺
跡
に
お
い
て
は
、
明
治
初

頭
か
ら
明
治
四
二
年
ぐ
ら
い
ま
で
の
間
は
、
積
極

的
な
土
地
の
利
用
は
行
わ
れ
ず
、
土
地
利
用
に
お

け
る
非
連
続
性
が
見
ら
れ
る
と
言
え
ま
す
。

■　

旗
本
柴
田
家
屋
敷
跡
遺
跡　
■

次
は
赤
坂
六
丁
目
、
旗
本
柴
田
家
屋
敷
跡
遺
跡

の
事
例
で
す
。
周
辺
に
旗
本
の
屋
敷
が
多
か
っ
た

場
所
だ
と
絵
図
か
ら
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
柴
田
家

は
五
千
五
百
石
取
り
の
旗
本
で
、
幕
末
以
後
明
治

初
頭
ま
で
こ
の
場
所
に
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
明

治
五
年
に
勝
海
舟
が
柴
田
家
か
ら
屋
敷
を
購
入

し
、
明
治
三
二
年
に
亡
く
な
る
ま
で
居
住
し
て
い

た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

出
土
遺
物
の
廃
絶
年
代
な
ど
か
ら
、
江
戸
時
代
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に
建
て
ら
れ
た
建
物
と
明
治
時
代
に
建
て
ら
れ
た

建
物
と
で
は
石
の
配
置
の
仕
方
が
異
な
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
川
原
石
を
三
点
並
べ
る
三
類（
幕
末

〜
明
治
五
年
頃
）以
後
、
五
、八
、九
類
と
い
う
並
べ
方

の
礎
石
群
が
展
開
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

勝
海
舟
は
明
治
五
年
に
柴
田
家
か
ら
屋
敷
を
購

入
し
た
後
に
増
築
し
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な

い
建
物
規
模
で
、
似
た
感
じ
の
礎
石
を
使
用
し
て

増
築
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
近
代
、
海
舟
の
死
後
に
家
を
改
築
し
た

こ
と
が
文
献
調
査
で
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
幕
末
・

明
治
に
か
け
て
は
大
き
な
変
化
は
な
い
も
の
の
、

明
治
時
代
に
な
っ
て
軸
線
の
変
化
が
捉
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
建
物
群
を
中
心
と
す
る
遺
跡
で

は
、
遺
物
が
あ
ま
り
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
遺
跡

で
も
一
括
資
料
が
な
く
、
年
代
的
な
も
の
を
土
坑

か
ら
追
う
こ
と
が
難
し
い
。
こ
こ
で
は
包
含
層

か
ら
出
土
し
た
遺
物
の
年
代
観
を
見
て
お
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
幕
末
か
ら
明
治
三
五
年
ご
ろ
ま
で

の
確
認
面
を
構
成
す
る
II
層
の
出
土
遺
物
は
、
お

お
む
ね
江
戸
時
代
ま
で
に
収
ま
る
年
代
観
を
も
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、
明
治
三
五
年
の
確
認

面
を
パ
ッ
ク
す
る
I
│
3
層
は
、
江
戸
時
代
の
遺

物
も
含
み
な
が
ら
、
若
干
、
近
代
以
降
の
も
の
が

加
わ
り
、
年
代
的
に
緩
や
か
に
下
っ
て
い
く
と
い

う
様
相
が
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
遺
物

の
年
代
観
や
遺
構
の
分
布
か
ら
見
て
、
こ
の
遺
跡

は
、
土
地
利
用
の
面
で
江
戸
か
ら
明
治
の
連
続
性

を
表
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

■　

N
o
.1

9

遺
跡　
■

次
の
事
例
はN

o.19

遺
跡
で
す
。
こ
こ
は
愛

宕
下
と
呼
ば
れ
る
西
新
橋
二
丁
目
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
江
戸
城
の
南
、
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

あ
り
、
旗
本
の
屋
敷
が
多
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。N

o.19

遺
跡
に
は
、
幕
末
に
は
丹
波

の
旗
本
川
勝
家
、
佐
倉
藩
堀
田
家
の
屋
敷
な
ど
が

あ
っ
た
こ
と
が
文
献
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。
実
は
こ
の
遺
跡
で
は
、
近
代
に
つ
い
て
の

遺
構
分
布
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
遺
物
は
一
括
資
料
を
中
心
に
し
っ
か
り
と
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
遺
物
の
年
代
、
器
種
組

成
か
ら
、
土
地
利
用
の
ヒ
ン
ト
を
読
み
取
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

古
い
ほ
う
か
ら
見
て
い
き
ま
す
と
、
木
材
集
中

土
坑
、
集
中
域
か
ら
多
量
の
木
材
と
一
緒
に
出
土

し
た
遺
物
群
が
見
ら
れ
ま
す
。
年
代
は
、
初
期
段

階
の
瀬
戸
・
美
濃
の
端
反
椀
、
備
前
の
皿
、
広
東

椀
、
瀬
戸
・
美
濃
の
徳
利
等
々
が
見
ら
れ
、
お
お

む
ね
一
九
世
紀
第
一
四
半
期
ま
で
の
遺
物
群
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
器
種
組
成
を
見
る
と
、
衣
食
住

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
器
種
が
あ
り
、
蓋
物
、
皿
、

徳
利
、
こ
こ
に
は
調
理
器
の
行
平
鍋
の
蓋
な
ど
が

出
土
し
て
い
ま
す
。
秉
燭
、
灯
り
の
道
具
、
植
木

鉢
、
火
鉢
、
連
歯
の
下
駄
、
草
履
、
箸
で
す
。
こ
の

あ
た
り
は
玩
具
、
碁
石
、
砥
石
な
ど
が
出
土
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
生
活
道
具
に
関
わ
る
多

種
多
様
な
器
種
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

上
の
層
の
遺
物
を
見
ま
す
と
、
井
戸
か
ら
出
土

し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
銅
版
絵
付
、
コ
バ
ル
ト

染
付
の
碗
、
型
紙
刷
り
の
紅
猪
口
、
明
治
初
頭
に

出
て
く
る
鉄
文
字
の
徳
利
な
ど
で
す
。
面
白
い
資

料
と
し
て
、
井
戸
に
落
ち
て
い
た
釣
瓶
に
は「
七

番
地
長
屋
中
共
用
」と
墨
書
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
場
所
が
七
番
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
は
、
明
治
九

（
一
八
七
六
）年
か
ら
大
正
一
〇（
一
九
二
一
）年
の
こ
ろ

で
す
。
あ
と
は
明
治
一
八（
一
八
八
五
）年
鋳
造
の

銭
が
出
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
ビ
ー
ル
瓶
な
ど

も
出
土
し
て
い
ま
す
。

次
は
さ
ら
に
上
層
の
遺
物
で
す
。
こ
の
場
所
は

明
治
二
〇
年
以
後
震
災
で
焼
け
て
い
ま
し
て
、
そ

の
時
の
焼
土
層
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時

期
に
な
る
と
、
器
種
が
少
な
く
な
り
、
全
体
量
が

減
っ
て
い
き
ま
す
。
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遺
物
か
ら
そ
の
土
地
利
用
を
推
測
し
ま
す
と
、

江
戸
か
ら
明
治
二
〇
年
ご
ろ
ま
で
の
出
土
遺
物

は
生
活
道
具
を
主
体
と
す
る
こ
と
か
ら
、
居
住
者

が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
推
測

で
き
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
明
治
二
〇
年
を
画
期

と
し
て
、
仕
事
道
具
で
あ
る
分
銅
銅
貨
が
混
ざ
っ

て
き
ま
す
。
こ
う
し
た
様
子
か
ら
、
こ
の
時
期
に

N
o.19

遺
跡
が
生
活
の
場
か
ら
仕
事
場
へ
と
変
化

し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

■　

三
遺
跡
の
位
置
と
変
化
の
方
向　
■

以
上
、
三
つ
の
遺
跡
を
見
て
き
た
わ
け
で
す

が
、
土
地
利
用
の
連
続
・
非
連
続
と
い
う
点
で
、

江
戸
城
に
近
いN

o.19

遺
跡
、
旗
本
柴
田
家
屋
敷

跡
遺
跡
で
は
連
続
性
が
見
ら
れ
、
江
戸
城
か
ら
遠

く
離
れ
た
津
和
野
藩
亀
井
家
屋
敷
跡
遺
跡
で
は
、

四
半
世
期
の
空
白
期
間
が
見
ら
れ
た
わ
け
で
す
。

同
じ
武
家
地
で
こ
の
よ
う
な
差
が
出
て
く
る
の

は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
背
景
を
考
え
る
う
え

で
や
は
り
大
き
い
の
は
、
明
治
五
年
の
鉄
道
の
開

通
で
す
。
鉄
道
は
新
橋
駅
を
起
点
と
し
て
南
の
品

川
駅
へ
伸
び
て
お
り
、
そ
の
た
め
新
橋
駅
周
辺
は

お
の
ず
と
開
け
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

東
京
で
は
初
の
ガ
ス
灯
が
、
金
杉
橋
を
起
点
と
し

て
京
橋
ま
で
八
五
本
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

例
え
ば
港
区
で
は
、
近
代
初
頭
教
育
発
祥
の
地

で
、
増
上
院
の
子
院
の
源
流
院
が
あ
り
ま
し
た
。

学
制
発
布
以
前
に
六
つ
の
小
学
校
が
設
立
さ
れ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
第
一
校
目
が

現
在
の
慈
恵
医
科
大
学
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
明

治
一
七
年
か
ら
始
ま
る
看
護
婦
教
育
発
祥
の
地
と

も
言
わ
れ
碑
が
立
っ
て
い
ま
す
。

虎
ノ
門
一
丁
目
に
は
、
初
め
て
の
大
衆
紙
、
現

在
の
読
売
新
聞
が
創
刊
さ
れ
た
記
念
碑
が
立
っ
て

い
ま
す
。

明
治
二
一（
一
八
八
八
）年
に
立
地
さ
れ
た
東
京

天
文
台
が
あ
っ
た
所
で
は
、
日
本
の
緯
度
経
度
の

原
点
が
あ
り
ま
す
。
天
文
台
は
観
測
上
、
暗
さ
が

必
要
な
の
で
、
設
置
さ
れ
た
当
時
は
お
そ
ら
く
暗

い
場
所
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
が
大
正
一
二
年
に
は
早
々
と
三
鷹
に
移
転
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
頃
に
は
ず
い
ぶ
ん
都
市

化
し
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
港
区
内
で
は
近
代
的
な
動
き
は
新

橋
を
中
心
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
虎
ノ
門
付
近
で

は
新
聞
、
洋
家
具
商
で
あ
る
芝
家
具
製
造
が
地
場

産
業
と
し
て
発
展
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
溜
池

方
向
へ
は
写
真
、
薬
品
、
印
刷
等
の
新
技
術
の
商

業
地
化
が
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
千
代
田
区
側
で

は
、
霞
ヶ
関
や
虎
ノ
門
付
近
は
現
在
も
そ
う
で
す

が
官
公
庁
が
多
く
立
地
し
て
い
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
近
代
の
動
き
と
今
回
取
り
上
げ

た
三
遺
跡
の
様
子
を
重
ね
あ
わ
せ
ま
す
と
、
政
府

の
施
設
や
商
業
地
か
ら
の
距
離
の
近
さ
、
遠
さ
の

影
響
に
よ
り
、
同
じ
武
家
地
で
あ
っ
て
も
明
治
時

代
に
お
け
る
土
地
利
用
に
は
違
い
が
生
じ
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
近
代
に
官
公
庁
や
商

業
地
と
し
て
早
く
か
ら
利
用
さ
れ
た
新
橋
・
虎
ノ

門
近
辺
に
あ
るN

o.19

遺
跡
、
旗
本
柴
田
家
屋
敷

跡
遺
跡
で
は
土
地
利
用
に
連
続
性
が
見
ら
れ
ま
し

た
が
、
新
橋
・
虎
ノ
門
か
ら
や
や
離
れ
た
津
和
野

藩
亀
井
家
屋
敷
跡
遺
跡
で
は
四
半
世
期
の
空
白
期

間
が
見
ら
れ
、
土
地
利
用
に
非
連
続
性
が
見
ら
れ

た
わ
け
で
す
。

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
い
た
・
か
な
こ

一
九
七
二
年
大
阪
府
生
ま
れ
。
駒
澤
大
学
文
学
部
歴
史
学

科
卒
業
。
専
門
は
近
世
考
古
学
。
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報
告
❸

土
管
で
つ
な
が
る
江
戸
か
ら
明
治

│
豊
島
・
新
宿
・
千
代
田
区
の
事
例
か
ら
│

　

�
千
代
田
区
立
四
番
町
歴
史
民
俗
資
料
館

�

水
本
和
美

■　

記
憶
と
記
録
、
連
続
性
と
非
連
続　
■

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
は
時
折
、
昔
の
水
道
管
や
ガ

ス
管
が
破
裂
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
ま

す
。
現
在
は
管
理
会
社
な
ど
が
決
ま
っ
て
い
ま
す

か
ら
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
ガ
ス
管
・
水

道
管
が
ど
こ
に
埋
ま
っ
て
い
る
か
知
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
江
戸
時
代
の
人
は
、
自
分
の
住
ん
で
い
る

場
所
の
地
面
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
江
戸
東
京

の
連
続
性
・
非
連
続
性
と
い
う
問
題
に
関
係
す
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
っ
た
、
も
の

の
記
憶
あ
る
い
は
記
録
に
つ
い
て
、
私
は
大
変
注

目
し
て
い
ま
す
。

•

新
宿
区
四
谷
三
丁
目
遺
跡

最
初
の
事
例
は
、
新
宿
区
四
谷
三
丁
目
遺
跡
で

す
。
こ
の
遺
跡
は
江
戸
時
代
の
大
縄
地
で
、
丸
の

内
線
の
四
谷
三
丁
目
駅
付
近
で
す
。

こ
こ
で
は
遺
構
群
が
出
て
き
ま
し
た
。
大
規
模

な
地
下
室
の
一
群
と
建
物
跡
と
思
わ
れ
る
ピ
ッ
ト

な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

図
1（
次
頁
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
土
蔵
が
上
の

方
に
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
石
を
使
っ
た
建

物
基
礎
で
、
地
下
室
を
使
い
終
え
て
土
を
埋
め
戻

し
、
三
〇
号
と
し
ま
し
た
細
長
い
長
方
形
の
掘
込

み
を
つ
く
り
、
そ
こ
に
石
を
据
え
て
い
ま
す
。

石
を
据
え
た
そ
の
脇
を「
版
築
」で
上
ま
で
固

め
て
い
ま
す
。
こ
の
と
き
に
使
っ
て
い
る
土
が
関

東
ロ
ー
ム
層
、
つ
ま
り
地
山
に
な
り
ま
す
。
こ
こ

で
土
蔵
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
し
た
。
下
の
土
に
含
ま
れ
て
い
た
遺
物
は

一
八
世
紀
の
中
ご
ろ
の
も
の
で
し
た
。
上
の
版

築
層
に
は
、
お
そ
ら
く
こ
こ
に
由
来
し
て
い
る
同

じ
年
代
観
、
同
じ
よ
う
な
器
種
組
成
を
持
つ
遺
物

が
入
っ
て
い
て
、
そ
れ
ら
と
と
も
に
若
干
新
し
い

時
期（
一
九
世
紀
）の
遺
物
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
こ
の
地
下
室
を
使
い
終
わ
っ
た
あ

と
、
一
九
世
紀
初
頭
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

礎
石
は
切
り
石
、
直
方
体
な
ど
を
何
段
か
に
積

ん
だ
構
築
方
法
で
す
。
い
ち
ば
ん
深
い
穴
が
掘
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
深
い
穴
ば
か
り
の
所
を
あ
え

て
も
う
一
回
し
っ
か
り
し
た
基
礎
構
造
に
つ
く
り

替
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
や
、
出
土
遺
物
な
ど
か

ら
し
て
、
こ
の
場
所
は
江
戸
時
代
中
期
ご
ろ
か
ら

一
九
世
紀
の
幕
末
ご
ろ
の
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

地
下
室
か
ら
土
蔵
の
空
間
へ
と
い
う
変
化
の
な

か
で
、
建
物
と
つ
く
り
方
は
か
な
り
変
化
し
て
い

る
の
で
す
が
、
空
間
利
用
の
あ
り
方
と
し
て
は
、

あ
ま
り
変
化
は
し
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
地
下
室
が
ど
の
あ
た
り
の
年
代

ま
で
下
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え
て
み
ま
す
。

三
〇
号
遺
構
に
隣
接
し
て
、
四
六
号
遺
構
と

い
う
、
腰
ぐ
ら
い
ま
で
の
深
さ
の
遺
構
が
あ
り

ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
幕
末
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
の

「ALBIO
N

 RO
SE

」と
書
い
て
あ
る
陶
磁
器
が
出

土
し
て
い
ま
す
。
一
八
六
一
〜
一
八
七
一
年
ご
ろ

に
、
イ
ギ
リ
ス
に
あ
っ
た
ア
ル
ビ
オ
ン
窯
の
ロ
ー

ズ
・
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

礎
石
の
廃
絶
等
か
ら
見
て
隣
の
四
六
号
遺
構
と
土

蔵
は
も
し
か
し
た
ら
同
時
に
存
在
し
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
土
蔵
自
体
は
も
し
か
す
る
と

本
当
に
幕
末
ぎ
り
ぎ
り
の
時
期
ま
で
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
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と
こ
ろ
で
、
土
蔵
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
結
構
富
裕
な
人
々
と
い
え
ま
す
。
そ
し
て
、

ロ
ー
ズ
・
パ
タ
ー
ン
の
皿
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
製
品

が
出
土
し
た
こ
と
は
、
こ
の
時
期
、
富
裕
層
は
高

級
な
食
器
を
使
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
陶
磁
器
は
割
れ
を
補
修

し
た
跡
が
あ
っ
た
の
で
、
大
切
に
使
用
さ
れ
て
い

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
同
じ
遺
構
か
ら
は
煎
茶
道
具

な
ど
も
出
て
い
ま
し
て
、
幕
末
の
文
化
的
な
あ
り

方
を
示
し
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
、
こ
の
よ
う
な
大
き
く
深
い
穴
は
江

戸
中
に
ボ
コ
ボ
コ
と
開
い
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ

を
埋
め
戻
す
と
き
に
は
、
次
の
使
い
方
を
よ
く
考

え
て
、
次
の
遺
構
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

こ
う
し
た
例
は
、
豊
島
区
の
駒
込
駅
に
近
い
駒
込

一
丁
目
遺
跡
で
も
見
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
も
先
ほ

ど
の
四
谷
の
例
と
同
じ
よ
う
に
地
下
室
を
次
の
段

階
で
建
物
の
空
間
に
変
化
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
空
間
に
つ
く
り
直
す
の
に
、
お
そ
ら
く
関
東

ロ
ー
ム
と
い
う
地
山
を
掘
り
な
が
ら
探
し
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
掘
っ
て
ロ
ー
ム

の
底
面
ま
で
行
っ
た
所
で
止
め
て
、
基
礎
を
据
え

る
と
い
う
や
り
方
は
四
谷
三
丁
目
の
例
と
同
じ
で

す
。
石
は
大
谷
石
で
す
。

一
九
世
紀
初
頭
の
廃
絶
と
考
え
ら
れ
る
地
下
室

は
、
一
八
世
紀
後
半
か
ら
の
遺
物
を
含
ん
で
い
ま

す
。
江
戸
か
ら
近
代
の
間
に
、
四
谷
で
見
た
江
戸

時
代
中
に
変
化
し
た
や
り
方
と
同
じ
や
り
方
で
基

礎
構
造
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

以
上
、
地
下
室
か
ら
土
蔵
と
い
う
変
容
の
な
か

で
、
土
地
空
間
の
利
用
の
あ
り
方
と
し
て
は
連
続

性
が
う
か
が
え
、な
お
か
つ
工
法
は
変
化
が
あ
る
と

い
う
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

•

南
町
遺
跡

南
町
遺
跡
の
事
例
で
は
、
礎
石
建
物
を
つ
く
る

と
き
に
、
深
い
遺
構
に
当
た
っ
て
し
ま
っ
た
ら
深

図 1　30 号・31 号・46 号・47 号遺構平面図・断面図
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く
ま
で
礎
石
を
据
え
、
浅
い
遺
構
や
地
山
の
と
き

に
は
浅
く
埋
め
て
い
ま
す
。
要
す
る
に
下
の
地
面

を
よ
く
知
っ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

少
し
違
う
例
の
話
を
し
ま
す
。
新
宿
区
の
戸
塚

村
の
名
主
を
務
め
た
中
村
家
は
尾
張
藩
の
上
屋
敷

に
出
入
り
し
て
、屋
敷
の
い
ろ
い
ろ
な
作
事
や
下
肥

の
掃
除
な
ど
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
の
文
書
に
、

尾
張
藩
邸
内
で
畑
づ
く
り
を
命
じ
ら
れ
て
土
地
を

開
墾
し
た
と
こ
ろ
、瓦
や
石
が
埋
め
ら
れ
て
い
た
場

所
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
て
非
常
に
大
変
だ
っ

た
と
訴
え
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
江
戸
を
発
掘
し

て
い
る
人
は
よ
く
瓦
だ
ま
り
な
ど
に
当
た
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
土
よ
り
瓦
が
多
い
く
ら
い
で
掘
る
の

に
大
変
な
思
い
を
す
る
と
、弘
化
四（
一
八
四
七
）年
の

こ
の
文
書
に
は
書
か
れ
て
い
ま
す
。
あ
る
場
所
に

な
に
か
を
埋
め
た
記
憶
が
、江
戸
時
代
中
に
い
っ
た

ん
は
忘
れ
さ
ら
れ
、そ
れ
が
改
め
て
同
じ
江
戸
時
代

に
記
録
さ
れ
た
と
い
う
史
料
の
例
で
す
。

踏
襲
さ
れ
や
す
い
遺
構
は
、
タ
イ
ト
ル
に
も
し

た
土
管
、
溝
状
遺
構
で
す
。
溝
状
遺
構
は
、
地
境

や
敷
地
の
区
画
を
表
わ
す
遺
構
と
し
て
つ
く
ら
れ

る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
巣
鴨
遺
跡
の
ア
ー
バ

ン
パ
レ
ス
地
区
の
溝
状
遺
構
は
、
い
ち
ば
ん
左
手

の
ほ
う
に
南
北
に
溝
状
遺
構
が
走
っ
て
い
ま
し

て
、
何
度
も
踏
襲
さ
れ
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
様
子

が
わ
か
り
ま
す
。

ほ
か
に
も
上
水
や
下
水
の
ラ
イ
ン
は
踏
襲
さ
れ

や
す
く
、
例
え
ば
四
谷
の
大
下
水
な
ど
は
本
来
両

側
面
に
石
組
み
溝
が
あ
る
べ
き
所
を
、
近
代
の
鉄

管
が
走
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
同
じ
場
所
を
踏
襲

し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

珍
し
い
例
と
し
て
、
幕
末
期
に
は
か
な
り
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
製
品
が
日
本
に
入
っ
て
き
て
い
ま
し

た
。
ワ
イ
ン
ボ
ト
ル
な
ど
も
入
っ
て
き
た
と
谷
田

さ
ん
も
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
が
、
江
戸
時
代
に

は
徳
利
に
釘
書
き
と
い
う
屋
号
を
入
れ
た
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
徳
利
は
そ
の
後
鉄
文
字
の
徳
利

に
変
わ
っ
て
い
き
、
最
終
的
に
は
一
升
瓶
、
衛
生

と
い
う
観
点
か
ら
ガ
ラ
ス
瓶
に
変
わ
っ
て
い
き
ま

す
。
瀬
戸
・
美
濃
の
徳
利
に「
□
に
大
」と
書
か
れ

て
い
る
も
の
が
遺
跡
の
な
か
に
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
付
近
の
お
店
の
人
が
屋
号
を
入
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
の
で
す
が
、
幕
末
の
面
白
さ
で
す
。

•

蚊
遣
り
豚（
か
や
り
ぶ
た
）

江
戸
時
代
の
出
土
資
料
に
、
蚊
遣
り
豚
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
形
の
元
は
、
江
戸
時
代
の
徳
利
の
よ

う
で
、
蚊
遣
り
豚
と
し
て
徳
利
が
吊
さ
れ
て
い
る

様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
徳
利
を
横
倒
し
に
す

る
と
、
口
の
部
分
が
豚
の
鼻
先
の
よ
う
で
す
。
こ

う
い
っ
た
も
の
が
江
戸
時
代
に
も
あ
っ
て
、
蚊
遣

り
豚
な
ら
ぬ
蚊
遣
り
象
の
よ
う
な
も
の
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。

別
の
絵
に
は
子
豚
が
二
匹
描
か
れ
て
い
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
異
国
風
と
い
う
こ
と
を

表
わ
す
の
に
象
と
い
う
意
匠
が
使
わ
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぐ
ら
い
豚
形
の
蚊
遣

り
は
一
般
的
に
認
知
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

こ
う
い
っ
た
も
の
が
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
い
き

ま
す
。
大
正
時
代
の
広
告
な
ど
見
ま
す
と
、
殺
虫

の
概
念
を
謳
っ
た
も
の
が
出
て
く
る
。
蚊
を
よ
け

る
と
い
う
概
念
か
ら
殺
す
と
い
う
概
念
へ
の
意
識

の
変
容
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

遺
構
に
も
モ
ノ
に
も
連
続
性
と
非
連
続
性
が
あ

り
、
現
在
が
あ
る
の
で
す
。
こ
れ
で
私
の
報
告
を

終
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
ず
も
と
・
か
ず
み

一
九
七
一
年
東
京
都
生
ま
れ
。
國
學
院
大
學
修
士
課
程
修

了
。
豊
島
区
遺
跡
調
査
会（
調
査
員
）、
新
宿
歴
史
博
物
館

（
非
常
勤
）を
経
て
現
職
。
論
文
に「
消
費
地
遺
跡
出
土
の

鍋
島
」、「
近
世
都
市
江
戸
と
遊
興
地
」（
修
士
論
文
）。
編

集
に『
尾
張
家
へ
の
誘
い
』（
新
宿
歴
史
博
物
館
特
別
展
示

図
録
）。
大
会
報
告
に「
陶
磁
器
か
ら
み
た
江
戸
の
は
じ
ま

り
」（
江
戸
遺
跡
研
究
会
大
会
報
告
）。
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報
告
❹

町
人
地
・
武
家
地
の
江
戸
か
ら
明
治

│
日
本
橋
・
京
橋
地
域
を
中
心
に
│

�

中
央
区
教
育
委
員
会

 

仲
光
克
顕

町
屋
遺
跡
の
ひ
と
つ
の
基
準
と
な
る
日
本
橋
一

丁
目
遺
跡
を
幸
い
に
も
発
掘
す
る
機
会
に
恵
ま
れ

ま
し
た
の
で
、
今
日
は
こ
の
こ
と
を
中
心
に
話
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■　

土
地
利
用
か
ら
み
た
連
続
性
と
非
連
続
性　
■

•

町
人
地

町
人
地
の
連
続
性
に
つ
い
て
は
、
結
論
か
ら
言

い
ま
す
と
、「
江
戸
は
江
戸
」、
つ
ま
り
連
続
し
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
実
際
、
日
本
橋
一
丁
目

遺
跡
で
発
掘
調
査
を
し
て
み
ま
す
と
、
明
暦
の
大

火（
一
六
五
七
）か
ら
関
東
大
震
災
ぐ
ら
い
ま
で
の

「
生
活
面
」が
積
み
重
な
っ
た
下
水
の
護
岸
が
出

て
き
ま
す
。
た
い
て
い
石
は
時
の
経
過
と
と
も
に

転
用
さ
れ
て
な
く
な
っ
て
い
く
も
の
で
す
が
、
お

そ
ら
く
こ
れ
が
町
屋
の
地
境
を
成
し
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。
こ
の
遺
跡
に
関
し
て
は
そ
う
い
う
こ
と

が
な
く
垂
直
に
積
み
重
な
っ
て
い
ま
す
。

•

武
家
地

い
ま
、
遺
構
の
連
続
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
で
は
、
土
地
利
用
か
ら
み
た
連
続
性
・
非
連

続
性
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
結
論
か
ら
言
う
と
武

家
地
に
関
し
て
は
非
連
続
で
す
。
と
い
う
の
は
、

明
治
六
年
の
太
政
官
布
告
で
大
名
屋
敷
が
収
公
さ

れ
て
武
士
が
い
な
く
な
る
か
ら
で
す
。
幕
臣
で
あ

る
旗
本
、
御
家
人
た
ち
に
は
明
治
元
年
前
後
の
東

京
府
知
事
の
布
告
に
よ
っ
て
、
屋
敷
地
を
減
ら
す

よ
う
通
知
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
維
新

の
直
後
か
ら
す
で
に
武
家
屋
敷
に
関
し
て
は
、
移

行
が
進
行
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

ま
す
。

•

外
国
人
居
留
地

近
代
の
遺
構
と
い
う
の
は
、
つ
い
で
に
掘
ら
れ

る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
中
央
区
明
石
町
に
は

東
京
で
唯
一
の
築
地
外
国
人
居
留
地
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
こ
は
江
戸
時
代
で
あ
れ
ば
豊
後
岡
藩（
現
在

の
大
分
県
竹
田
市
）、
中
川
家
の
上
屋
敷
が
あ
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
つ
ま
り
、
中
川
家
の
遺
構
を
掘
る
こ

と
が
第
一
の
目
的
で
、
つ
い
で
に
居
留
地
の
発
掘

調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
東
京
で
は
居
留
地
は
実

際
に
掘
ら
れ
た
こ
と
が
な
く
初
の
事
例
で
し
た
。

外
国
人
居
留
地
と
い
う
の
は
近
代
の
遺
構
な
の

で
、
考
古
学
的
に
は
対
象
外
と
い
う
気
も
し
て
い

た
の
で
す
が
、
掘
っ
て
み
る
と
、
今
の
わ
れ
わ
れ

か
ら
み
て
も
か
な
り
異
質
な
様
相
が
う
か
が
わ
れ

ま
し
た
。

外
国
人
居
留
地
は
、
す
で
に
幕
末
の
段
階
で
、

幕
府
の
政
策
に
よ
っ
て
こ
の
場
所
に
開
く
こ
と
が

決
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
歴
史
的
に
は

連
続
性
の
あ
る
事
柄
だ
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
考

古
学
の
側
面
か
ら
み
る
と
、
土
地
利
用
と
し
て
は

ま
っ
た
く
の
非
連
続
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
ち
な

み
に
、
慶
応
二（
一
八
六
六
）年
の
火
災
で
、
中
川
家

の
上
屋
敷
は
全
部
壊
れ
る
の
で
す
が
、
そ
の
直
後

に
建
て
替
え
て
、
明
治
維
新
を
迎
え
て
か
ら
、
ま

た
新
築
同
然
の
状
態
で
取
り
壊
さ
れ
ま
す
。
取
り

壊
し
を
行
っ
た
の
が
中
央
区
発
祥
の
建
設
業
者
、

清
水
組
で
し
た
。

こ
こ
に
は
明
治
五
年
ま
で
エ
ー
デ
ー
・
ヘ
ー
ヤ

と
い
う
英
国
人
が
入
り
、
そ
の
後
、
明
治
五
〜
八

年
に
フ
ラ
ン
ス
人
の
ア
・
ハ
ー
ブ
ル
が
居
住
し
ま

す
。
エ
ー
デ
ー
・
ヘ
ー
ヤ
の
居
住
の
実
態
は
確
認



15

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ア
・
ハ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て

は
そ
の
家
か
ら
出
た
で
あ
ろ
う
ゴ
ミ
が
出
土
し
て

い
ま
す
。

外
国
人
居
留
地
は
四
五
番
、
四
六
番
、
四
七
番

の
一
部
を
掘
り
ま
し
た
。
そ
の
敷
地
境
に
囲
わ
れ

る
よ
う
に
き
っ
ち
り
と
近
代
の
建
物
跡
が
出
て
い

ま
す
。
ま
た
ア
・
ハ
ー
ブ
ル
が
転
出
し
た
明
治
八

年
以
降
に
入
る
の
が
、
現
在
の
雙
葉
学
園
の
前
身

で
あ
る
サ
ン
モ
ー
ル
修
道
会
で
す
。
サ
ン
モ
ー
ル

修
道
会
は
四
七
番
の
土
地
を
持
っ
て
い
ま
し
た

が
、
次
第
に
建
物
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
当
然

古
い
も
の
を
壊
し
て
新
し
い
も
の
を
つ
く
る
わ
け

で
す
が
、
そ
れ
を
わ
れ
わ
れ
は「（
遺
構
の
）切
り
合

い
関
係
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
切
り
合
い
関

係
に
よ
っ
て
遺
跡
の
ゴ
ミ
穴
の
新
旧
関
係
も
確
認

で
き
ま
し
た
。
居
留
地
が
廃
止
さ
れ
る
の
は
明
治

三
二（
一
八
九
九
）年
で
す
。

■　

遺
物
か
ら
み
た
連
続
性
と
非
連
続
性　
■

•

日
本
橋
一
丁
目
遺
跡（
町
人
地
）

日
本
橋
一
丁
目
遺
跡
は
町
人
地
で
す
。
近
代
遺

構
の
面
と
幕
末
遺
構
の
面
が
見
ら
れ
ま
す
。
一
八

世
紀
末
、
明
和
九（
一
七
七
二
）年
の
目
黒
行
人
坂
の

火
事
の
図
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
図
で
は
現
在
の
東

急
別
館
の
あ
た
り
は
攪
乱
が
激
し
く
て
残
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
土
地
利
用
は
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

積
み
重
な
っ
た
下
水
の
様
子
を
見
ま
す
と
、
一

段
分
が
、
お
よ
そ
一
五
〜
二
〇
年
前
後
の
堆
積
に

な
っ
て
い
ま
す
。
明
暦
の
大
火
前
後
、
一
六
五
〇

年
前
後
の
堆
積
し
た
部
分
や
関
東
大
震
災
の
土
が

あ
る
こ
と
も
分
か
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
こ
の
遺
跡
は
家
康
が
入
府
し
た
直

後
か
ら
あ
り
ま
す
。

日
本
橋
一
丁
目
か
ら
や
や
南
の
日
本
橋
二
丁
目

遺
跡
で
は
、
江
戸
時
代
の
石
組
の
下
水
の
真
上
に

土
管
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
の
石
組
の
下
水
は
一
八

世
紀
末
の
も
の
で
す
が
、
そ
の
上
に
同
じ
よ
う
に

土
管
が
あ
り
ま
す
。
換
地
位
置
決
定
図
と
い
う
関

東
大
震
災
前
後
の
権
利
を
書
い
た
も
の
が
あ
っ
て

こ
う
し
た
地
割
り
が
裏
づ
け
ら
れ
ま
す
。

•

上
野
公
園

加
藤
益
五
郎
と
い
う
台
東
区
在
住
の
ア
マ
チ
ュ

ア
カ
メ
ラ
マ
ン
が
撮
っ
た
関
東
大
震
災
直
後
の

上
野
公
園
の
写
真
に
は
、
木
造
の
簡
易
な
建
物
と

下
水
木
樋
が
写
っ
て
い
ま
す
。
下
水
木
樋
に
は
、

わ
れ
わ
れ
が
ち
ぎ
り
状
の
木
製
品
と
呼
ん
で
い

る
、
樋
を
つ
か
で
留
め
る
切
り
込
み
が
残
っ
て
い

ま
す
。
以
前
か
ら
あ
っ
た
簡
易
的
な
技
術
は
、
こ

う
い
う
震
災
の
と
き
に
す
ぐ
使
え
る
技
術
と
し
て

残
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

建
物
の
端
に
は
台
所
が
あ
り
、
下
水
枝
樋
と
呼

ん
で
い
る
流
し
が
見
ら
れ
ま
す
。

•

横
川
一
丁
目
遺
跡

横
川
一
丁
目
遺
跡
の
三
面
は
長
山
工
場
に
な
っ

て
い
ま
す
。
墨
田
区
は
明
治
初
年
か
ら
早
く
も
工

業
用
地
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
横
川
の

水
を
使
っ
た
染
物
工
場
が
あ
っ
て
、
錦
糸
町
駅
北

口
遺
跡
の
二
次
調
査
で
は
、
明
治
二
〇
年
代
に
廃

絶
さ
れ
た
池
か
ら
東
京
染
物
会
社
と
い
う
木
の
札

も
出
て
い
ま
す
。

銅
板
転
写
が
長
山
工
場
辺
り
か
ら
出
土
し
て
い

ま
す
。
銅
板
で
エ
ッ
チ
ン
グ
し
、
そ
れ
を
腐
蝕
さ

せ
て
転
写
す
る
と
い
う
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
一

号
遺
構
以
降
は
明
治
三
〇
年
代
ご
ろ
と
想
定
し
て

い
る
の
で
す
が
、
も
う
少
し
時
代
は
下
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
完
全
に
型
紙
刷

り
、
銅
板
転
写
も
入
っ
て
き
ま
す
。

三
田
土
ゴ
ム
は
、
現
在
の
昭
和
ゴ
ム
の
前
進
で

す
。
わ
れ
わ
れ
よ
り
少
し
上
の
世
代
が
使
っ
て
い

た
、
赤
Ｍ（
ア
カ
エ
ム
）ボ
ー
ル
と
い
う
軟
式
テ
ニ
ス

ボ
ー
ル
を
作
っ
て
い
た
工
場
で
す
。

こ
れ
ら
が
近
代
に
お
け
る
変
遷
で
す
。
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•

日
本
橋
蛎
殻
町
一
丁
目
遺
跡（
武
家
地
）

次
は
武
家
地
に
つ
い
て
、
日
本
橋
蛎
殻
町
一
丁

目
遺
跡
の
話
を
し
ま
す
。
こ
こ
に
山
崎
藩
本
多

肥
後
守
、
一
万
石
の
大
名
の
上
屋
敷
が
あ
り
ま
し

た
。
庭
園
と
御
殿
の
間
の
役
宅
の
隙
あ
た
り
に
簡

素
な
建
物
が
建
っ
て
い
る
部
分
と
大
規
模
な
ゴ
ミ

穴
が
集
中
し
て
い
ま
す
。
近
代
に
入
る
と
比
較
的

大
き
な
ゆ
っ
た
り
と
し
た
建
物
や
土
蔵
跡
の
よ
う

な
も
の
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

近
世
末
に
、
長
屋
の
よ
う
な
礎
石
建
て
の
簡
素

な
建
物
が
あ
っ
て
、
下
水
木
樋
に
よ
っ
て
仕
切
ら

れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

日
本
橋
蛎
殻
町
一
丁
目
遺
跡
は
、
明
治
六
年
に

な
っ
て
も
ま
だ
存
在
し
た
、
井
上
河
内
守
と
い
う

浜
松
藩
主
の
上
屋
敷
で
す
。
お
そ
ら
く
収
公
後
、

屋
敷
地
を
持
っ
て
も
い
い
よ
と
言
わ
れ
た
の
が
、

こ
の
蛎
殻
町
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
い
つ
転
出
し
た
の
か
は
文
献
調
査
か
ら
も

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
こ
か
ら
出
た
小
坏
が

ま
る
っ
き
り
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の

も
の
は
非
常
に
背
の
低
い
も
の
が
中
心
で
、
人
工

コ
バ
ル
ト
で
絵
付
け
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
武
家

屋
敷
な
の
で
酒
ば
か
り
飲
ん
で
い
ま
す
か
ら
、
徳

利
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
鉄
絵
も
あ
る
。
迷
子
札

に
は
、
井
上
河
内
守
家
中
云
々
と
書
い
て
あ
る
の

で
、
お
そ
ら
く
年
代
的
に
も
井
上
家
か
ら
出
た
ゴ

ミ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

明
治
一
〇
〜
二
〇
年
代
ご
ろ
の
遺
物
に
、
先
ほ

ど
の
銅
板
転
写
な
ど
が
出
て
い
ま
す
。
大
正
年
間

以
降
の
植
木
鉢
が
大
量
に
出
土
し
て
い
ま
す
。

近
代
の
便
所
の
中
を
掘
る
と
、
た
い
て
い
銭
が

埋
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
一
〇
〜
一
八
年
の
銭

な
の
で
だ
い
ぶ
時
代
は
下
る
の
で
す
が
、
便
所
の

神
に
捧
げ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
銭
が
が
ま
口

財
布
の
中
に
入
っ
た
状
態
で
、
土
人
形
と
一
緒
に

埋
納
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ほ
か
に
、
胞
衣
埋
納
遺

構
と
よ
ん
で
い
る
遺
構
が
あ
り
ま
す
。
後
産
の
胎

盤
を
、
人
の
よ
く
歩
く
路
地
の
土
中
等
に
埋
め
る

の
で
す
。
江
戸
時
代
か
ら
同
じ
習
俗
が
見
ら
れ
る

の
で
、
地
下
に
営
ま
れ
る
習
俗
と
し
て
、
近
代
以

降
も
そ
れ
ほ
ど
意
識
は
変
わ
っ
て
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

•

築
地
外
国
人
居
留
地

築
地
外
国
人
居
留
地
で
は
東
京
一
致
神
学
校
、

今
の
明
治
学
院
大
学
の
建
物
、
浦
堀
橋
、
鉄
砲
洲

が
見
ら
れ
ま
す
。
下
水
は
、
明
治
二
三
〜
二
五
年

に
、
外
国
人
が
石
組
み
の
下
水
は
詰
ま
り
や
す
い

の
で
、
Ｖ
字
の
下
水
に
替
え
ろ
と
言
っ
て
替
え

た
よ
う
で
す
。
そ
う
い
っ
た
文
書
が
出
て
き
ま

し
た
。

フ
ラ
ン
ス
人
、
ア
・
ハ
ー
ブ
ル
の
遺
物
は
、
明

治
五
〜
八
年
、
明
治
八
〜
二
一
年
、
明
治
二
〇
年

代
と
、
敷
地
境
が
き
れ
い
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

初
め
に
四
七
番
地
を
購
入
し
て
増
築
し
て
い
る

か
ら
で
、
遺
物
は
四
五
番
地
に
捨
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
増
築
し
た
建
物
の
直
下
に
は
三
九
六
号
遺
物

が
あ
る
の
で
す
が
、
こ
れ
と
ま
っ
た
く
同
じ
も
の

で
す
。
敷
地
全
体
を
購
入
し
た
後
に
捨
て
た
で
あ

ろ
う
こ
と
が
、
陶
磁
器
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。

今
日
の
発
表
で
は
、
幕
末
か
ら
近
代
の
遺
物
の

話
を
す
る
は
ず
で
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
は
近
代
の

編
年
に
近
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
外
国
人
居

留
地
、
蛎
殻
町
一
丁
目
、
墨
田
区
横
川
一
丁
目
の

遺
物
の
変
遷
は
年
代
が
書
い
て
あ
る
の
で
そ
れ
を

見
れ
ば
わ
か
り
ま
す
。
人
工
コ
バ
ル
ト
は
明
治
六

年
以
降
に
使
い
始
め
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
か

ら
、
碗
と
徳
利
の
数
を
調
べ
ま
す
と
、
時
代
を
経

る
に
し
た
が
っ
て
徳
利
は
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
遺
物
の
年
代
が
あ
り
ま
す
。
ア
・
ハ
ー

ブ
ル
の
遺
物
は
、
先
ほ
ど
の
慶
応
二
年
の
中
川
家

の
遺
構
か
ら
も
出
土
し
て
い
る
、
篆
書
文
と
言
わ

れ
る
染
色
体
の
よ
う
な
文
様
の
も
の
が
引
き
続
き

み
ら
れ
ま
す
。
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一
群
の
西
洋
陶
磁
器
は
、
量
的
に
は
国
産
が
多

い
の
で
す
が
、
出
土
し
た
も
の
は
た
ぶ
ん
フ
ラ
ン

ス
製
か
も
し
れ
な
い
。
パ
リ
ジ
ャ
ン
と
書
い
て
あ

る
お
皿
や
カ
ッ
プ
と
ソ
ー
サ
ー
が
セ
ッ
ト
で
出
て

い
る
。

ワ
イ
ン
ボ
ト
ル
、
ジ
ン
ボ
ト
ル
、
ソ
ー
ダ
瓶
も

出
ま
し
た
が
、
同
年
代
の
町
屋
で
は
こ
れ
ほ
ど
ま

と
ま
っ
て
出
土
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
パ

ン（
平
鍋
）と
洋
庖
丁
で
あ
ろ
う
と
み
ら
れ
る
も
の

も
出
土
し
て
い
ま
す
。
紋
様
を
正
面
に
み
た
と
き

に
、
右
手
で
ナ
イ
フ
を
、
左
手
で
フ
ォ
ー
ク
を
持

つ
の
で
、
傷
跡
が
付
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

ハ
ー
ブ
ル
の
土
地
か
ら
は
湯
呑
碗
が
大
量
に
出

ま
し
た
。
外
国
人
居
留
地
は
、
中
国
人
の
使
用
人

が
多
く
、
そ
の
人
た
ち
の
た
め
の
も
の
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
何
か
武
家
屋
敷

と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
よ
う
な
気
も
し
ま
す
が
、

明
治
一
桁
の
年
代
で
す
。

明
治
八
年
〜
二
一
年
の
建
物
か
ら
は
、
清
朝
磁

器
の
湯
呑
み
が
大
量
に
出
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
日

本
人
孤
児
、
児
童
、
白
人
の
通
学
生
も
い
た
ら
し

い
の
で
す
が
、
石
筆
、
石
版
に
日
本
名
で
名
前
が

書
い
て
あ
っ
た
り
落
書
き
が
し
て
あ
り
ま
し
た
。

谷
田
氏
の
話
に
あ
っ
た
ク
レ
イ
パ
イ
プ
も
も
ち
ろ

ん
出
て
い
ま
す
。

明
治
二
一
年
に
は
、
圧
倒
的
に
西
洋
陶
磁
が
目

立
つ
様
相
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
江
戸
っ

ぽ
い
も
の
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
状
態
で
す
が
、
明

治
二
〇
〜
三
二
年
に
は
、
銅
板
転
写
に
な
っ
て
、

磁
器
に
江
戸
っ
ぽ
い
も
の
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
が

変
遷
か
ら
う
か
が
え
ま
す
。

屋
根
の
瓦
に
つ
い
て
も
、
少
し
話
を
し
て
お
き

ま
す
。
瓦
は
年
号
で
一
八
八
六
や
一
八
七
八
と

入
っ
て
い
ま
す
。
雙
葉
学
園
の
前
身
が
あ
っ
た
と

き
の
年
代
で
す
。
横
浜
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ジ
ェ

ラ
ー
ル
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
人
が
機
械
製
造
で
作
っ

た
い
わ
ゆ
る
ジ
ェ
ラ
ー
ル
瓦
が
、
す
で
に
使
用
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

発
表
は
以
上
で
す
。

 

﹇
編
集
者
要
約
﹈

な
か
み
つ
・
か
つ
あ
き

立
正
大
学
大
学
院
修
士
課
程（
考
古
学
）修
了
。
二
〇
〇
〇

年
よ
り
現
職
。
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波
多
野
純

実
は
私
は
、
こ
の
会
場
に
は
思
い
出
が
あ
り
ま

す
。
一
五
年
ほ
ど
前
に「
江
戸
遺
跡
研
究
会
」と

い
う
学
会
が
こ
こ
で
開
か
れ
、
建
築
史
の
立
場
か

ら
お
話
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
か
ら

考
え
る
と
、
大
き
く
変
わ
っ
た
と
い
う
の
が
実
感

で
す
。

と
い
う
の
は
、
二
五
〜
三
〇
年
ぐ
ら
い
前
か
ら

谷
川
先
生
を
は
じ
め
小
林
克
さ
ん
た
ち
が
み
ん
な

で
苦
労
を
な
さ
っ
て
、
や
っ
と
最
近
に
な
っ
て
近

世
考
古
学
が
認
知
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
も

う
近
代
ま
で
き
た
。
こ
の
二
〇
年
の
変
化
と
い
う

の
は
も
の
す
ご
い
こ
と
な
の
で
す
。
考
古
学
の

王
道
は
古
代
・
中
世
に
し
か
な
く
、
近
世
な
ん
か

を
研
究
す
る
の
は
意
味
が
な
い
、
は
み
出
し
た
や

つ
し
か
や
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
た
時
代
か
ら
、

近
代
ま
で
き
た
と
い
う
の
は
、
か
な
り
重
い
実
感

で
す
。
そ
の
な
か
で
今
日
の
テ
ー
マ
の
連
続
性
・

非
連
続
性
と
い
う
の
が
、
い
か
に
難
し
い
テ
ー
マ

だ
っ
た
か
を
、
お
話
を
聞
き
な
が
ら
強
く
感
じ
ま

し
た
。

一
般
的
な
連
続
性
・
非
連
続
性
と
は
違
っ
て
、

江
戸
東
京
と
い
う
の
が
頭
に
付
い
て
し
ま
う
と
、

明
治
維
新
に
よ
っ
て
薩
長
政
権
が
成
立
し
、
そ
こ

で
連
続
性
が
失
わ
れ
る
と
い
う
基
本
的
な
イ
メ
ー

ジ
が
も
と
も
と
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
少

な
く
と
も
住
ん
で
い
る
人
間
は
変
わ
ら
な
い
の
だ

か
ら
連
続
し
て
い
る
の
だ
と
い
っ
て
も
、
具
体
的

に
溝
を
埋
め
、
実
証
し
て
ゆ
く
の
は
難
し
い
作
業

で
す
。

谷
田
さ
ん
が
最
初
に
お
話
く
だ
さ
っ
た
な
か

で
、
洋
風
建
築
物
の
図
面
が
幕
府
の
大
棟
梁
に

よ
っ
て
描
か
れ
た
と
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
あ
た
り

が
今
回
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
つ
ま
り
技

術
の
連
続
性
は
確
実
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

藤
森
照
信
さ
ん
の
受
け
売
り
で
す
が
、
松
本
の
開

智
学
校
の「
開
智
学
校
」と
書
い
て
あ
る
看
板
は
、

キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
が
持
っ
て
い
る
の
で
す
。
と
こ

ろ
が
当
時
は
、
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
と
い
う
の
は
ノ
ン

セ
ッ
ク
ス
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
く
て
、
横
浜
の

三
流
新
聞
の
タ
イ
ト
ル
装
飾
を
ま
ね
て
付
け
て
し

ま
っ
た
た
め
に
、
あ
の
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
は
男
の
子

に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
連
続
性
と
い

う
の
は
、
結
構
面
白
い
と
こ
ろ
で
つ
な
が
っ
て
い

く
の
だ
な
、
と
い
う
実
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。

技
術
の
連
続
性
、
あ
る
い
は
人
々
が
生
き
て
い

く
こ
と
に
よ
っ
て
つ
な
が
る
連
続
性
と
い
う
と
こ

ろ
で
、
例
え
ば
毎
田
さ
ん
が
お
話
く
だ
さ
っ
た
、

新
橋
と
い
う
い
ち
ば
ん
最
先
端
の
場
所
の
ほ
う
が

は
る
か
に
連
続
性
が
あ
る
と
い
う
指
摘
は
、
ま
さ

に
先
ほ
ど
の
谷
田
さ
ん
の
お
話
と
つ
な
が
っ
て
い

く
よ
う
に
私
に
は
聞
こ
え
ま
し
た
。
人
と
の
つ
な

が
り
な
し
に
遺
物
は
な
い
の
だ
と
、
実
感
と
し
て

非
常
に
面
白
く
思
い
ま
し
た
。

水
本
さ
ん
の
お
話
の
大
変
重
要
な
部
分
と
し

て
、
境
界
線
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
境
界
線
と
い

う
の
は
、
考
古
学
で
証
明
し
て
い
た
だ
く
大
変
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば

私
た
ち
が
、
建
築
の
歴
史
で
江
戸
の
都
市
史
を
や

る
。
そ
う
す
る
と
、
例
え
ば
江
戸
の
地
図
や
、
土

地
の
権
利
関
係
を
書
い
た
沽
券
絵
図
を
扱
っ
て
、

そ
れ
が
現
実
の
い
ま
の
地
図
と
ど
こ
ま
で
合
う
か

を
や
ろ
う
と
し
た
と
き
に
、
少
な
く
と
も
考
古
学

的
な
保
証
が
な
い
限
り
、
か
な
り
怪
し
い
議
論
に

な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
が
考
古
学
に
よ
っ
て
き
ち

ん
と
保
証
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
土
地
の

権
利
と
い
う
の
は
、
そ
う
簡
単
に
は
動
く
も
の
で
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は
な
い
こ
と
が
分
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
動
く
と

き
に
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
を
発

見
し
な
い
限
り
、
き
ち
ん
と
し
た
研
究
に
な
ら
な

い
、
こ
れ
は
と
て
も
面
白
い
こ
と
で
す
。

仲
光
さ
ん
の
お
話
の
な
か
で
、
町
人
地
は
基
本

的
に
連
続
性
を
も
ち
、
武
家
地
は
断
絶
を
す
る
の

だ
と
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
理
解
は
、
皆
さ
ん
の
発

表
に
共
通
す
る
よ
う
で
す
。
そ
の
な
か
で
、
逆
に

番
町
・
麹
町
、
い
ま
の
千
代
田
区
四
番
町
資
料
館

が
あ
る
辺
り
は
、
か
な
り
連
続
性
が
あ
る
と
理
解

し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
東
京
都
公
文

書
館
に
、「
旗
本
上
ヶ
屋
敷
図
」と
い
う
図
面
が
、

二
百
数
十
枚
残
っ
て
い
ま
す
。
一
三
〇
余
の
旗
本

屋
敷
の
平
面
図
が
揃
う
貴
重
な
資
料
で
す
。
そ
の

中
に
番
町
・
麹
町
あ
た
り
の
旗
本
屋
敷
の
図
面
が

た
く
さ
ん
出
て
き
ま
し
て
、
そ
れ
は
も
う
現
代
の

地
割
ま
で
き
れ
い
に
連
続
し
ま
す
。
な
ぜ
そ
ん
な

資
料
が
残
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
江
戸
幕
府
が

集
積
し
て
き
た
旗
本
屋
敷
の
図
面
を
、
明
治
政
府

が
今
度
は
高
級
役
人
の
住
宅
と
し
て
転
用
す
る
た

め
に
整
理
を
し
た
結
果
で
す
。
き
わ
め
て
連
続
性

が
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
景
観
に
は
非
連
続
部
分
が
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
に
、
旗
本
屋
敷
の
あ
た
り
の
道
に
面
し

て
は
、
塀
と
長
屋
門
し
か
見
え
ず
、
決
し
て
緑
豊

か
な
景
観
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が

明
治
の
は
じ
め
の
桑
茶
政
策
、
つ
ま
り
桑
や
お
茶

を
植
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
級
住
宅
地
と
し
て

の
緑
が
そ
こ
で
突
然
生
ま
れ
ま
し
た
。
土
地
利
用

は
変
わ
る
の
だ
な
と
い
う
典
型
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
今
日
は
連
続
性
と
非
連
続

性
を
い
か
に
理
解
す
る
か
、
江
戸
か
ら
東
京
に
変

わ
る
と
き
に
、
何
が
変
わ
っ
て
、
何
が
変
わ
ら
な

か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、
普
通
の
人
た

ち
が
普
通
に
生
き
て
き
た
こ
と
が
連
続
性
だ
と
い

う
非
常
に
い
い
答
え
を
い
た
だ
い
た
と
思
い
、
楽

し
く
、
面
白
く
、
拝
聴
し
ま
し
た
。

は
た
の
・
じ
ゅ
ん

一
九
四
六
年
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
東
京
工
業
大
学
卒
業
。

日
本
工
業
大
学
教
授
。
波
多
野
純
建
築
設
計
室
代
表
。
著

書
に『
復
原
・
江
戸
の
町
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
八
）、『
江

戸
城〈
2
〉待
屋
敷
』（
至
文
堂
、
一
九
九
六
）ほ
か
。
日
本

建
築
学
会
賞（
業
績
・
共
同
）、
建
築
史
学
会
賞
受
賞
。



発掘資料からみる江戸東京の連続性・非連続性 � 20

質
疑
応
答

司
会（
小
林
）
│
会
場
の
両
角
さ
ん
か
ら
、「
遺

構
、
あ
る
い
は
一
括
遺
物
の
年
代
観
を
得
る
た
め

の
指
標
と
な
る
遺
物
は
何
で
し
ょ
う
か
」と
い
う

質
問
が
仲
光
氏
、
水
本
氏
、
毎
田
氏
の
三
人
に
き

て
い
ま
す
。
回
答
に
入
る
前
に
発
表
の
補
足
的
な

発
言
を
お
願
い
し
ま
す
。

毎
田

│
今
回
の
発
表
で
武
家
地
を
見
て
き
た
わ

け
で
す
が
、
町
屋
の
事
例
で
は
、
結
論
か
ら
申
し

ま
す
と
、
連
続
性
が
見
ら
れ
た
と
い
う
一
言
に
尽

き
ま
す
。
ま
だ
江
戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
し
っ

か
り
し
た
調
査
が
で
き
な
い
の
で
、
若
干
距
離
の

離
れ
た
町
屋
の
事
例
を
こ
こ
で
紹
介
し
て
お
き

ま
す
。

ま
ず「
三
田
台
町
」の
町
屋
の
事
例
で
す
が
、
土

地
利
用
分
布
を
見
て
み
る
と
、
お
お
む
ね
小
型
の

ほ
ぼ
同
様
な
大
き
さ
の
遺
構
の
展
開
が
見
ら
れ

て
、
大
き
く
変
化
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
遺
物
で
す
が
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
は
詳
細

な
分
析
、
観
察
表
な
ど
は
作
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
江
戸
時
代
の
も
の
に
若
干
近
代
明
治
期
の
も

の
が
加
わ
っ
て
い
く
よ
う
な
様
子
が
、
見
ら
れ

ま
す
。

「
芝
神
谷
町
町
屋
跡
遺
跡
」は
、
先
ほ
ど
紹
介
し

たN
o.19

遺
跡
の
西
側
あ
た
り
に
位
置
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
も
町
屋
で
す
。
こ
ち
ら
で
は
下
水

木
樋
の
設
置
場
所
に
連
続
性
が
見
ら
れ
た
事
例

で
す
。

年
代
観
に
つ
い
て
で
す
が
、
基
本
的
に
は
陶

器
・
磁
器
の
製
品
を
中
心
に
年
代
観
を
出
し
て
い

ま
す
。
あ
と
は
釣
瓶
に
墨
書
が
あ
っ
た
と
い
う
資

料
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
に
書
か
れ
た
文

字
な
ど
か
ら
、
年
代
を
推
定
し
て
い
ま
す
。

司
会

│
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
に
、

水
本
さ
ん
お
願
い
し
ま
す
。

水
本

│
ま
ず
年
代
観
に
つ
い
て
で
す
が
、
江
戸

時
代
の
遺
構
の
年
代
決
定
に
つ
い
て
は
陶
磁
器
・

土
器
を
用
い
ま
し
た
。
例
え
ば
三
一
号
の
遺
構
の

一
八
世
紀
初
頭
の
遺
物
に
は
、
薄
手
で
印
判
染
め

付
け
が
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
唐
津
の
三

島
で
も
地
模
様
が
一
七
世
紀
後
葉
か
ら
出
て
い
る

も
の
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
を
根

拠
と
し
て
い
ま
す
。

明
治
に
入
る
か
入
ら
な
い
か
の
時
期
に
つ
い
て

は
、
コ
バ
ル
ト
の
染
付
が
入
っ
て
い
る
か
、
鉄
文

字
の
徳
利
が
入
っ
て
い
る
か
ど
う
か
で
判
断
し
ま

し
た
。
一
八
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
の
年

代
観
に
関
し
て
は
、
瀬
戸
・
美
濃
の
徳
利
の
形
態

変
化
か
ら
判
断
し
て
い
ま
す
。
一
九
世
紀
代
の
細

か
な
と
こ
ろ
に
関
し
て
は
、
瀬
戸
・
美
濃
産
の
磁

器
の
有
無
あ
る
い
は
、
瀬
戸
・
美
濃
産
磁
器
の
端

反
碗
な
ど
の
形
態
変
化
等
々
を
見
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
補
足
で
す
が
、
連
続
・
非
連
続
に
つ
い

て
は
、
い
く
つ
か
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
江
戸
か

ら
明
治
に
か
け
て
の
空
間
利
用
の
連
続
性
と
、
形

が
変
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
形
と
意
味
は
つ

ね
に
セ
ッ
ト
で
変
化
す
る
の
で
は
な
く
て
、
形
は

変
化
し
つ
つ
も
意
味
は
連
続
す
る
と
い
う
こ
と
が

あ
り
得
る
と
い
う
こ
と
を
検
証
し
ま
し
た
。

毎
田
さ
ん
の
発
表
の
な
か
で
、
一
時
、
明
治
初

頭
に
空
白
期
が
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
興
味
を
持

ち
ま
し
た
。
少
し
空
白
を
置
い
て
明
治
の
近
代
面

が
始
ま
り
、
ま
た
、
震
災
に
よ
っ
て
も
明
治
か
ら

続
く
面
は
終
わ
ら
ず
タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
は
第
二
次

大
戦
ま
で
そ
こ
の
建
物
と
い
う
の
は
続
い
た
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
支
那
事
変
記
念
と
い
う
記
念

表
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
読
み
取
れ
ま
す
。
そ

の
あ
た
り
が
一
応
連
続
と
い
う
こ
と
で
、
明
治
か

ら
昭
和
初
期
ま
で
の
連
続
が
追
え
た
と
い
う
こ
と

で
、
補
足
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

司
会

│
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
仲
光
さ
ん

お
願
い
し
ま
す
。
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仲
光

│
発
表
の
な
か
で
、
徳
利
の
こ
と
を
話
し

ま
し
た
が
そ
れ
を
補
足
し
ま
す
。
鉄
絵
徳
利
は
、

生
産
地
で
文
字
が
入
れ
ら
れ
ま
す
。
た
だ
水
本
さ

ん
の
お
話
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
釘
書
き
は
江
戸
時

代
が
中
心
で
す
。
墨
書
も
あ
り
、
箆
書
き
と
い
う

江
戸
時
代
の
徳
利
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
に
は
あ
る
の

で
す
が
、
量
的
に
は
圧
倒
的
に
少
な
い
。
こ
れ
は

明
治
近
代
に
入
っ
て
販
売
店
の
意
向
を
受
け
て
生

産
地
が
反
映
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

町
人
地
に
関
し
て
は
、
再
三
皆
さ
ん
も
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
る
と
お
り
、
政
権
や
政
策
に
よ
る
変

容
と
い
う
よ
り
も
、
自
ら
の
生
活
環
境
が
周
囲
の

変
化
に
よ
っ
て
緩
や
か
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
程
度

で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
水
本
さ

ん
の
発
表
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
武
家
の
移

動
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
武
家
門
前
町
屋
的
な
も

の
が
新
宿
に
は
あ
っ
た
ら
し
い
の
で
す
が
、
土
地

の
町
人
は
、
困
窮
し
て
い
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
新
宿
の
町
屋
の
事
例
も

よ
く
勉
強
し
て
い
き
た
い
。
武
家
地
は
新
政
府
に

よ
る
強
制
的
な
変
容
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
た
だ

入
っ
て
く
る
人
間
は
同
じ
日
本
人
な
の
で
、
遺
物

的
に
そ
れ
ほ
ど
変
容
は
み
ら
れ
な
い
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

横
川
一
丁
目
を
例
に
挙
げ
た
の
は
、
江
戸
の
縁

辺
部
に
当
た
る
部
分
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
早
く
か

ら
工
業
化
│
近
代
化
さ
れ
て
い
っ
た
一
例
で
は
な

い
か
と
思
う
か
ら
で
す
。
中
央
区
の
よ
う
な
江
戸

の
中
心
は
、
大
き
な
工
場
が
建
つ
歴
史
の
流
れ
に

は
な
く
て
、
墨
田
区
の
よ
う
な
縁
辺
部
の
下
町
に

そ
う
い
う
流
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

遺
物
の
年
代
的
な
指
標
に
つ
い
て
で
す
が
、
形

式
学
的
な
変
遷
は
、
個
々
の
系
統
性
の
あ
る
遺

物
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
検
討
を
加
え
て
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
水
本
さ
ん
の
発
言
に
も
あ
っ
た
技

術
、
人
工
コ
バ
ル
ト
に
よ
る
変
革
や
型
紙
刷
り
か

ら
銅
板
転
写
に
変
わ
る
と
い
う
定
点
は
参
考
に
し

ま
し
た
。
あ
の
よ
う
に
年
代
を
区
切
っ
て
並
べ
た

の
は
、
建
物
が
何
年
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う
よ
う

な
土
地
利
用
に
関
す
る
資
料
が
残
っ
て
い
て
、
そ

れ
が
実
際
に
検
出
さ
れ
て
出
土
し
た
資
料
と
一
致

し
た
か
ら
で
す
。

江
戸
か
ら
明
治
の
連
続
性
を
語
る
う
え
で
、
近

代
の
考
古
学
は
し
っ
か
り
検
討
さ
れ
て
い
な
い
と

比
較
で
き
な
い
の
で
、
少
し
突
っ
走
っ
て
し
ま
っ

た
よ
う
な
言
い
方
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
り
あ
え
ず
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
す
。

司
会

│
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
連
続
・
非
連
続
」と
い
う
の
は
非
常
に
難
し
い

テ
ー
マ
で
す
ね
。

波
多
野
先
生
か
ら
近
世
考
古
学
、
さ
ら
に
は
近

代
考
古
学
が
発
展
し
て
き
て
い
る
と
い
う
お
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
実
は
考
古
学
と
い
う
の
は

い
ま
非
常
に
危
機
的
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
各
自

治
体
は
文
化
財
、
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
を
き
ち
ん

と
進
め
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
し
か
し
い
ま
、
そ

う
い
っ
た
状
況
が
崩
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

う
危
機
的
な
状
況
の
な
か
で
、
近
世
だ
け
で
は
な

く
て
近
代
に
対
し
て
考
古
学
は
な
に
を
言
う
こ会場の様子
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と
が
で
き
る
の
か
、
実
際
の
調
査
を
や
っ
て
い
る

方
々
に
発
表
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
の
が
、

私
の
今
回
の
狙
い
で
し
た
。

も
う
一
つ
、
江
戸
東
京
学
が
あ
り
ま
す
。
現
在

い
ろ
い
ろ
な
大
学
で
講
座
が
始
ま
っ
て
い
て
結
構

人
気
が
あ
り
ま
す
。
私
は
江
戸
東
京
博
物
館
に

長
く
お
り
ま
し
た
が
、
江
戸
東
京
学
に
対
し
て
考

古
学
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で

あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
考
古
学
か

ら
い
か
に
江
戸
東
京
の
連
続
性
・
非
連
続
性
を
語

る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
今

回
の
こ
う
い
っ
た
試
み
は
、
そ
う
し
た
状
況
を
踏

ま
え
て
、
一
般
の
方
々
、
ま
た
歴
史
に
興
味
が
あ

る
方
々
に
こ
う
い
う
世
界
も
あ
る
と
い
う
こ
と

を
知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
い
う
の
も
狙
い
で

し
た
。

今
日
は
ま
だ
第
一
歩
と
い
う
こ
と
で
、
ま
と
ま

り
き
ら
な
い
部
分
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

近
世
、
近
代
な
ど
の
時
代
区
分
に
対
し
て
も
、
考

古
学
者
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
、
ど
の
よ
う
な
方

法
で
切
り
込
ん
で
い
っ
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
方

向
が
、
大
事
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
代
考
古
学
や
現
代
考
古
学
に
関
し
て
も
さ
ま
ざ

ま
な
試
み
や
関
連
す
る
本
も
出
版
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
歴
史
的
な
用
語
や
概
念
を
い
じ
り
回
す
だ
け

で
は
な
く
て
、
各
地
域
の
文
化
財
で
あ
る
埋
蔵
文

化
財
か
ら
議
論
を
組
み
立
て
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

汐
留
遺
跡
は
非
常
に
有
名
で
す
。
汐
留
遺
跡
に

は
、
一
般
の
方
々
は
あ
ま
り
ご
存
じ
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
工
業
化
で
い
ろ
い
ろ
な
工
場

（
コ
ウ
バ
）が
出
来
て
い
ま
す
。
鉄
道
を
つ
く
る
た

め
の
溶
鉱
炉
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
使
わ
れ

た
の
が
、
江
戸
の
上
水
で
す
。
江
戸
の
上
水
の
木

桶
に
鉄
パ
イ
プ
の
水
道
管
が
ジ
ョ
イ
ン
ト
さ
れ
る

例
も
出
土
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
形
で
い
ろ

い
ろ
な
技
術
が
連
続
し
た
り
、
ま
た
新
し
い
も
の

と
古
い
も
の
、
江
戸
の
伝
統
的
な
も
の
が
ジ
ョ
イ

ン
ト
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

各
地
域
か
ら
の
考
古
学
研
究
を
積
み
重
ね
て
い
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
先
ほ
ど
言
っ
た
よ
う
な
考
古
学

か
ら
歴
史
学
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
て
い
け
た

ら
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
日
は
最
後
ま
で
お

付
き
合
い
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会
場
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
た
ば
こ

と
塩
の
博
物
館
、
さ
ら
に
は
住
宅
総
合
研
究
財

団
の
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
本
日
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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江戸東京フォーラム話題一覧 所属は話題提供時のもの、☆印は地域見学会も実施

■　1986年

第 1回 江戸東京フォーラム委員会の進め方と話題提供   小 木 新 造 歴史民俗博物館
第 2回 都市下層社会の形成と変容    内 田 雄 造 東洋大学
第 3回 やわらかい都市構造    陣 内 秀 信 法政大学
第 4回 考現学の考古学    佐 藤 健 二 法政大学
第 5回 明治期の道路（街区）･路地の幅員基準について    石 田 頼 房 東京都立大学

■　1987年

第 6回 博覧会と盛り場の明治    吉 見 俊 哉 東京大学
第 7回 明治期の繁華街の建築    初 田 亨 工学院大学
第 8回 東京の土地･住宅史    長谷川徳之輔 建設経済研究所
第 9回 江戸の構成と構造    加 藤 貴 北区教育委員会
第 10回 水の都･深川成立史    吉 原 健 一 郎 成城大学
第 11回 江戸の建築技術    西 和 夫 神奈川大学
第 12回 松浦武四郎の一畳敷の書斎    ヘンリー・スミス コロンビア大学
第 13回 徳川の旧家臣のみた ､江戸･東京    井 上 勲 学習院大学
第 14回 路上から見た江戸･東京    藤 森 照 信 東京大学
第 15回 東京書物探索入門    大 串 夏 身 都立中央図書館
第 16回 神田のサウンド･スケープの研究    鳥 越 け い 子 法政大学

■　1988年

第 17回 絵画史料にみる江戸の町    波 多 野 純 日本工業大学
第 18回 明治期東京の飲料水販売    松 平 康 夫 東京都公文書館
第 19回 江戸城御殿の室内空間について─障壁画下絵による復原─   西 和 夫 神奈川大学
第 20回 小江戸･川越のまちとすまい    内 田 雄 造 東洋大学
第 21回 現代東京の祝祭    松 平 誠 立教大学
第 22回 丸の内の変遷とそこに働くサラリーマンの職と住   岡 本 哲 志 岡本都市建築研究所
第 23回 浅草寺の境内･門前世界    竹 内 誠 東京学芸大学
第 24回 都心定住を考える─市街地の ｢町 ｣の現代的意味─   奥 田 道 大 立教大学
第 25回 都市社会調査の歴史から    佐 藤 健 二 法政大学
第 26回 世界都市東京の光と影    町 村 敬 志 筑波大学

■　1989年

第 27回 都市の語り出す物語    宮 田 登 筑波大学
第 28回 江戸の都市計画─江戸前島を中心として─    鈴 木 理 生 区立京橋図書館
第 29回 江戸の武家屋敷について    北 原 糸 子
第 30回 江戸の被差別･東京の被差別─もうひとつの江戸･東京─   大 串 夏 身 都立中央図書館
第 31回 江戸東京の遊び─かるたを中心に─    村 井 省 三 村井かるた館
第 32回 森鴎外の都市論    石 田 頼 房 東京都立大学
第 33回 東京都心部における空間利用形態    山 下 宗 利 筑波大学
第 34回 ｢ 響き ｣としての東京の街なみ─神田地区における建物の形態が道の音環境に及ぼす影響を中心に─
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     鳥 越 け い 子 サウンドスケープデザイン
第 35回 東京の都市構造の変容とアジア系外国人問題    奥 田 道 大 立教大学

■　1990年

第 36回 鶴屋南北の幽霊    横 山 泰 子 国際基督教大学
第 37回 東京と近代詩    行 吉 正 一 江戸東京博物館
第 38回 同潤会うぐいす谷アパートの建て替えをめぐって─マンションの老朽化と建て替え問題─
     内 田 雄 造 東洋大学
第 39回 東京の地価    前 田 尚 美 東洋大学
第 40回 江戸の地価    伊 藤 好 一 関東近代史研究家
第 41回 江戸のごみ処理    伊 藤 好 一 関東近代史研究家
第 42回 都市農業と土地問題    石 田 頼 房 東京都立大学
第 43回 天皇巡幸と ｢帝都 ｣としての東京    吉 見 俊 哉 東大新聞研究所
第 44回 江戸の名所･王子    加 藤 貴 北区教育委員会
第 45回 上水からみた江戸の都市計画    波 多 野 純 日本工業大学
第 46回 江戸名所絵における遠近法    ヘンリー・スミス コロンビア大学

■　1991年

第 47回 江戸図屏風にあらわれた風俗    丸 山 伸 彦 歴史民俗博物館
第 48回 鍬形蕙斎の江戸一目図屏風    小 澤 弘 調布学園女子短大
第 49回 見立絵というもの    鈴 木 重 三
第 50回 江戸住宅事情    片 倉 比 佐 子 東京都公文書館
第 51回 江戸･明治･大正のすまい    平 井 聖 昭和女子大学
第 52回 最近の自治体住宅政策について    林 泰 義 計画技術研究所
第 53回 東京市営住宅事業について    内 田 青 蔵 東工大附属高校
第 54回 東京における水際土地利用の変容─日本橋川と隅田川を中心として─
     岡 本 哲 志 岡本都市建築研究所
第 55回 江戸から東京への景観構造変化    窪 田 陽 一 埼玉大学
第 56回 東京都の都市計画と河川運河    昌 子 住 江 関東学院大学
第 57回 アジアのスラムと居住へのたたかい    内 田 雄 造 東洋大学

■　1992年

第 58回 新宿ヤミ市の復原    松 平 誠 立教大学
第 59回 鍬形蕙斎筆の ｢黒髪山縁起絵巻 ｣と ｢江都名所図会 ｣をめぐって
     小 澤 弘 調布学園女子短大
第 60回 芝居町と観客─都市文化の底流をさぐる─    小 木 新 造 江戸東京歴史財団
第 61回 ｢ よ組 ｣を中心とした江戸火消しの活動    鈴 木 栄 一 千代田区議員
第 62回 近代演劇人による伝統の発見    横 山 泰 子 国際基督教大学
第 63回 博覧都市江戸東京    吉 見 俊 哉 東大新聞研究所
第 64回 読売から新聞まで    GERALD GROEMER
第 65回 音の風景と近代の忘れもの─大分県竹田市瀧廉太郎庭園整備計画をめぐって─
     鳥 越 け い 子 サウンドスケープ機構
第 66回 三越百貨店が演出した文化生活    初 田 亨 工学院大学
第 67回 ヴェネツィアの経済空間─交易･市場･職人─    陣 内 秀 信 法政大学
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第 68回 都市のまつり    宮 田 登 筑波大学

■　1993年

第 69回 江戸 ､初期の土地問題    吉 原 健 一 郎 成城大文学
第 70回 江戸勤番武士の生活    竹 内 誠 東京学芸大学
第 71回 江戸のおんな    杉 浦 日 向 子 江戸風俗研究家
第 72回 大名屋敷跡地の住宅地開発─麻布霞町の場合─    加 藤 仁 美 跡見学園短大
第 73回 新説･日本近代住宅史    藤 森 照 信 東京大学生研
第 74回 幻の東京オリンピックと万博    磯 村 英 一 東京都立大学
第 75回 東京市社会局と都市社会調査    佐 藤 健 二 法政大学
第 76回 近代における東京の都市庶民住居の発展    江 面 嗣 人 文化庁文化財
第 77回 江戸の町と京都の町    小 川 保 清水建設（株）技研
第 78回 ｢ まち ｣の死に立ち会うとき─汐入をめぐって─   伊 藤 毅 東京大学
第 79回 谷中墓地をめぐって    森 ま ゆ み 谷根千工房

■　1994年

第 80回 首都の葬送空間─江戸･東京の火葬場と墓地─    八 木 澤 壮 一 東京電機大学
第 81回 葬式のフォークロア    宮 田 登 筑波大学
第 82回 東京一極集中と今後の課題─より豊かな都市空間をめざして─
     東 郷 尚 武 東京市政調査会
第 83回 東京都政の 50年    大 串 夏 身 昭和女子大短大
第 84回 博物館の住宅展示を考えて─人々は生活史をどうみるか─   ジョルダン・サンド
第 85回 都市空間とセクシュアリティ    上 野 千 鶴 子 東京大学
第 86回 メディアとしての絵はがき    佐 藤 健 二 法政大学
第 87回 メキシコシティと東京の間で    吉 見 俊 哉 東大社会情報研
第 88回 北京と東京の比較都市論─歴史的空間構造と近代化のメカニズム─
     陣 内 秀 信 法政大学
第 89回 川越のまちなみの復元    内 田 雄 造 東洋大学
    浅 井 賢 治 東洋大学
第 90回 河鍋暁斎と江戸東京    小 木 新 造 江戸東京歴史財団

■　1995年

第 91回 都市と美術館と絵画─パリ･ロンドンと日本─    小 澤 弘 調布学園女子短大
第 92回 野村コレクション ｢小袖屏風 ｣とその周辺    丸 山 伸 彦 歴史民俗博物館
第 93回 終戦直後の東京の生活をさぐる資料    天 野 隆 子
第 94回 歌謡曲のなかの東京    大 串 夏 身 昭和女子大短大
第 95回 江戸の着物文化    田 中 優 子 法政大学
第 96回 江戸東京学への招待試論    小 木 新 造 江戸東京博物館
第 97回 ｢ 境内 ｣からみた三都─三都の比較都市史序説─    伊 藤 毅 東京大学
第 98回 盛り場考    神 崎 宣 武
第 99回 近世都市空間の創出過程について─都市構築の基盤材調達の視点から─
     北 原 糸 子
第 100回 江戸東京学への招待─生活の舞台としての都市空間─   小 木 新 造 江戸東京博物館
    陣 内 秀 信 法政大学
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    高 階 秀 爾 国立西洋美術館
    田 中 優 子 法政大学
   司 会  内 田 雄 造 東洋大学
第 101回 都市の民俗学─色･音･匂の変化─    小 林 忠 雄 歴史民俗博物館

■　1996年

第 102回 同潤会柳島アパートの生活    大 月 敏 雄 東京大学
第 103回 同潤会による復興まちづくりと普通住宅建設について   佐 藤 滋 早稲田大学
第 104回 住文化の体験の場としての博物館    小 澤 紀 美 子 東京学芸大学
第 105回 縁切寺─東慶寺と満徳寺─    高 木 侃 関東短期大学
第 106回 考古学からみた江戸と他都市との比較    小 林 克 歴史文化財団
第 107回 日本パノラマ館と凌雲閣─浅草の 2つの巨大建築は ､当時の人々にどのような印象を残したか─
     平 井 聖 昭和女子大学
第 108回 震災復興〈大銀座〉の街並みから    石 川 幸 恵 清水建設（株）
第 109回 明治初年の大火と貧富分離論    石 田 頼 房 工学院大学
第 110回 戦災復興計画の理念とその遺産─東京 ､仙台 ､名古屋 ､神戸 ､広島等をめぐって─
     越 沢 明 長岡造形大学
第 111回 関東大震災後の東京の住宅地形成について    藤 岡 洋 保 東京工業大学
第 112回 カフェーと喫茶店    初 田 亨 工学院大学

■　1997年

第 113回 橋のアーバン･デザイン    伊 東 孝 日本大学
第 114回 城下町大坂 ､江戸の都市設計    篠 原 修 東京大学
第 115回 東京都都市景観マスタープラン─新たな景観まちづくりへの展開─
     布 施 六 郎 東京都
第 116回 江戸･東京の湯屋    松 平 誠 女子栄養大学
第 117回 江戸城から宮城へ─皇居を中心とする都市空間の変容─   米 田 雅 子
第 118回 江戸藩邸物語    加 藤 貴
第 119回 建築家 ､佐藤功一と都市への視線    米 山 勇 江戸東京博物館
第 120回 明治の歌謡にみる東京    大 串 夏 身 昭和女子大短大
第 121回 ｢ 江戸名所図会 ｣と長谷川雪旦    鈴 木 章 生 江戸東京博物館
第 122回 町奉行所･定火消屋敷･聖堂･上水─絵図･図面にみる江戸の都市施設─
     波 多 野 純 日本工業大学
第 123回 参勤交代─巨大都市江戸のなりたち─    原 史 彦 江戸東京博物館

■　1998年

第 124回 寛永 13年江戸城外堀普請と周辺地域の変化    栩 木 真 新宿歴史博物館
第 125回 関東･東国の部落史─部落史の ｢見直し ｣論議に引きつけて─  藤 沢 靖 介 部落解放研究所
第 126回 明治期の被差別部落─都市東京と植民地主義の言説編制から─  友 常 勉 部落解放研究所
第 127回 関東大震災と朝鮮人虐殺事件    石 田 貞 埼玉同和教育協
第 128回 原宿の空間構造─人気の秘密を歴史から読む─    柳 瀬 有 志 法政大学
第 129回 横浜市の市営住宅事業について    水 沼 淑 子 関東学院女子短大
第 130回 目白文化村とその変貌    八 木 澤 壮 一 東京電機大学
第 131回 地域学の明日を考える    小 木 新 造 江戸東京博物館
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    橋 爪 紳 也 京都精華大学
    結 城 登 美 雄 まちづくりプランナー
    森 ま ゆ み 作家／谷根千工房主宰
   司 会  陣 内 秀 信 法政大学
第 132回 江戸歌舞伎の特色    服 部 幸 雄 日本女子大学

■　1999年

第 133回 東京･明治大正の人口問題    小 木 新 造 江戸東京博物館
第 134回 江戸東京フォーラムと住総研    大 坪 昭 住宅総合研究財団墨壷 
 伝統的なの履歴書    吉 田 良 太 住宅総合研究財団
第 135回 ｢ ふるさと ｣としての東京深川─ある個人的な感想─   川 田 順 造 広島市立大学
第 136回 都市と農村の蜜月時代─近郊農業の展開と流通の変化─   江 波 戸 昭 明治大学
第 137回 永井荷風と東京    湯 川 説 子 江戸東京博物館
第 138回 地域雑誌からみた町    立 壁 正 子 『ここは牛込､神楽阪』
    野 口 由 紀 子 『武蔵野から』
    大 野 順 子 町雑誌『千住』
   司 会  森 ま ゆ み 作家／谷根千工房主宰

■　2000年

第 139回 ｢ ニュースの誕生 ｣展と江戸東京学    木 下 直 之 東大総合研究博物館
    北 原 糸 子 東大社会情報研究所
    佐 藤 健 二 東京大学
    吉 見 俊 哉 東大社会情報研究所
    富 澤 達 三 神大常民文化研究所
第 140回 長崎出島の復原と ｢海を渡った大工道具展 ｣    西 和 夫 神奈川大学
    千 野 香 織 学習院大学
    波 多 野 純 日本工業大学
第 141回 ☆大久保にみる都市の国際化    稲 葉 佳 子 （有）ジオ・プランニング
第 142回 ☆神田多町─震災復興の ｢まち ｣から見えるもの─   小 藤 田 正 夫 千代田区まちづく公社
第 143回 築地･横浜の外国人コミュニティ    森 田 朋 子 お茶の水女子大学
第 144回 江戸東京フォーラムの果たした役割    太 田 博 太 郎 日本学士院
    小 木 新 造 江戸東京博物館
    陣 内 秀 信 法政大学
第 145回 遺跡から江戸の生活文化を探る─江戸考古学最新情報─   波 多 野 純 日本工業大学
    後 藤 宏 樹 千代田区四番町資料館
    栩 木 真 新宿歴史博物館
   司 会  小 林 克 江戸東京博物館

■　2001年

第 146回 江戸の見世物    川 添 裕 見世物文化研究所
第 147回 ☆千住の町おこしと地域博物館の取り組み    所 理 喜 夫 足立区立郷土博物館
    荒 居 康 明 町並み研究家
    波 多 野 純 日本工業大学
    大 野 順 子 町雑誌『千住』
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第 148回 祭礼からみた都市空間の変容と地域コミュニティの形成─神田祭りを主な素材として─
    伊 藤 裕 久 東京理科大学
第 149回 江戸の女性と布橋灌頂会─立山博物館の試み─    鳥 越 け い 子 聖心女子大学
    米 原 寛 立山博物館
第 150回 都心居住の再考─江戸東京の生活史･文化史の視点から─   波 多 野 純 日本工業大学
    初 田 亨 工学院大学
    大 月 敏 雄 東京理科大学
    森 ま ゆ み 作家･｢谷根千｣主宰
    東 孝 光 建築家･千葉工大
   司 会  陣 内 秀 信 法政大学

■　2002年

第 151回 モダン都市･東京の読書空間─読書装置の 1920～ 30年代─   永 嶺 重 敏 東大資料編纂所
    佐 藤 健 二 東京大学
第 152回 近代皇族邸宅にみる和風と洋風    水 沼 淑 子 関東学院大学
    小 沢 朝 江 東海大学
第 153回 江戸と怪談と怪異空間    内 田 忠 賢 お茶の水女子大学
   コメンテータ･司会  横 山 泰 子 法政大学
第 154回 ☆向島の成立と下町気質    佐 原 滋 元 向島百花園茶亭さはら
第 155回 関一と近代大阪の再創造    ジェフリー･ヘインズ オレゴン大学
   コメンテータ  石 田 頼 房 東京都立大学
   〃   内 田 雄 造 東洋大学
   通 訳  ビ ュ ス ト 東京大学

■　2003年

第 156回 大江戸八百八町と日本橋界隈─『熈代勝覧』の世界─
    コメンテータ  波 多 野 純 日本工業大学
   〃   森 ま ゆ み 作家･｢谷根千｣主宰
   〃   竹 内 誠 江戸東京博物館
   〃   市 川 寛 明 江戸東京博物館
   コーディネータ  小 澤 弘 江戸東京博物館
第 157回 もう一つの東京の近代住宅史 :私論    山 口 廣 日本大学
第 158回 江戸のモノづくり─文化と技術のクロスオーバー─  基 調 講 演  全 相 運 韓国科学技術翰林院
   コメンテータ  川 田 順 造 神奈川大学
   〃   高 田 誠 二 北海道大学
   〃   中 村 士 国立天文台
   〃   橋 本 毅 彦 東京大学
   〃   波 多 野 純 日本工業大学
   〃   渡 邉 晶 竹中大工道具館
   コーディネータ  小 澤 弘 江戸東京博物館
   〃   鈴 木 一 義 国立科学博物館
第 159回 ☆日本近代の集合住宅の原点としての ｢下宿屋 ｣   堀 江 亨 日本大学
    松 山 薫 東北公益文科大学
    高 橋 幹 夫 文化誌研究家
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第 160回 幻燈から映画へ─転換期の映像メディア─    岩 本 憲 児 早稲田大学
第 161回 都市への記憶：｢満州国 ｣建築へのまなざし    古 賀 由 起 子 コロンビア大学
   コメンテータ  西 澤 泰 彦 名古屋大学

■　2004年

第 162回 音楽の世界における〈邦楽と洋楽〉    秋 山 宏 日本大学
第 163回 江戸東京に於けるスラムの発生と変容    内 田 雄 造 東洋大学
   コメンテータ  加 藤 貴 早稲田大学
第 164回 ☆銀座の歴史と都市文化を考える    岡 本 哲 志 岡本都市建築研究所
第 165回 よみがえれ江戸遺跡─都市遺構の保存と活用に向けて─
    基 調 報 告  谷 川 章 雄 早稲田大学
   〃   波 多 野 純 日本工業大学
   事 例 報 告  後 藤 宏 樹 千代田区四番町資料館
   〃   佐 藤 攻 東京都埋蔵文化財センター
   〃   松 尾 信 裕 大阪市文化財協会
   〃   扇 浦 正 義 長崎県都市整備推進課
   司 会  小 林 克 江戸東京博物館

■　2005年

第 166回 江戸の養生所    安 藤 優 一 郎 江戸･都市史研究家
   コメンテータ  勝 木 祐 仁 文化女子大学
第 167回 再考─小木新造の江戸東京学─    陣 内 秀 信 法政大学
   パネリスト  波 多 野 純 日本工業大学
   〃   内 田 雄 造 東洋大学
   〃   吉 見 俊 哉 東京大学
   〃   横 山 泰 子 法政大学
   司 会  小 澤 弘 江戸東京博物館
第 168回 ☆水上から江戸東京をみる─品川の水辺と宿場─   陣 内 秀 信 法政大学
    波 多 野 純 日本工業大学
第 169回 ☆下北沢の魅力─日本型都市再生のあり方を探る─  パネリスト  小 林 正 美 明治大学
   〃   大 木 雄 高 ジャズ・バー Lady Jane
   〃   吉 見 俊 哉 東京大学
   司 会  陣 内 秀 信 法政大学

■　2006年

第 170回 東京エコシティ─新たなる水の都市へ─    岡 本 哲 志 岡本哲志都市建築研究所
    ロドリック･ウィルソン 法大エコ地域デザイン研究所
    石 川 初 ランドスケープ･アーキテクト
    田 島 則 行 建築家･テレデザイン
    渡 辺 真 理 建築家･法政大学
    久 野 紀 光 建築家･東京工業大学
   パネリスト  猪 野 忍 建築家・法政大学
   〃   小 林 博 人 建築家・慶応大学
   司 会  陣 内 秀 信 法政大学
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第 171回 大阪くらしの今昔館─ ｢体感する ｣博物館活動─    谷 直 樹 住まいのミュージアム
   司会･コメンテータ  小 澤 弘 江戸東京博物館
第 172回 日本の町家─京町家と卯建の意味─   大 場 修 京都府立大学
   司 会  波 多 野 純 日本工業大学

■　2007年

第 173回 ☆杉田玄白と小塚原の仕置場    野 尻 か お る 荒川ふるさと文化館
    亀 川 泰 照 荒川ふるさと文化館
   コメンテータ  土 居 浩 ものつくり大学
   司 会  小 林 克 東京都写真美術館
第 174回 ☆地域資料としての『近代建築』    川 口 明 代 文京ふるさと歴史館
    北 田 建 二 文京ふるさと歴史館
   司 会  森 ま ゆ み 谷根千工房
第 175回 都

みやこ

と京
みやこ
─東京と京都の人と暮らし─    酒 井 順 子 『都と京』著者

    陣 内 秀 信 法政大学
   司 会  横 山 泰 子 法政大学
第 176回 巣鴨の賑わいの原点をさぐる─江戸の拡大と巣鴨地域─   秋 山 伸 一 豊島区立郷土資料館
    成 田 涼 子 豊島区教育委員会
    高 尾 善 希 東京都公文書館
    市 川 寛 明 江戸東京博物館
    岩 淵 令 治 国立歴史民俗博物館
   司 会  小 林 克 東京都歴史文化財団
第 177回 発掘資料からみる江戸東京の連続性･非連続性    谷 田 有 史 たばこと塩の博物館
    毎 田 佳 奈 子 港区教育委員会
    水 本 和 美 四番町歴史民俗資料館
    仲 光 克 顕 中央区教育委員会
    波 多 野 純 日本工業大学
   司 会  小 林 克 東京都歴史文化財団

■　2008年

第 178回 チャレンジ CGプロジェクト「江戸の町並みをつくる」   高 橋 時 市 郎 東京電機大学
    勝 村 大 東京電機大学
    小 澤 弘 江戸東京博物館
    波 多 野 純 日本工業大学
   司 会  市 川 寛 明 江戸東京博物館
第 179回 幻の日本万国博覧会─月島の地域学─    増 山 一 成 中央区教育委員会
    伊 東 孝 日本大学
   コメンテータ  陣 内 秀 信 法政大学
   司 会  吉 見 俊 哉 東京大学
第 180回 ☆川越のまちづくりと歴史的建造物の活用    内 田 雄 造 東洋大学
    荒 牧 澄 多 NPO川越蔵の会
    藤 井 美 登 利 川越むかし工房
   コメンテータ  森 ま ゆ み 谷根千工房
   司 会  陣 内 秀 信 法政大学
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開催案内

フォーラムは、江戸東京フォーラム委員会で企画を検討し、年 3～ 4回開催しています。
開催案内は、インターネットの当財団ホームページでご覧になれます。

URL＝ http://www.jusoken.or.jp/edotokyo.htm

発刊物など

■　研究論文・報告
① 「江戸東京、生活空間の研究」 研究所報No.14号／A4判19ページ／住宅総合研究財団／1988
② 「江戸東京フォーラム委員会活動」（1）～（7） 研究年報No.18〜24／A4判51ページ／
	 住宅総合研究財団／1992〜1998

③ 「『江戸東亰』時代の生活と政治」 小木新造／A5判92ページ／住宅総合研究財団／2005.8

■　一般書籍
① 「江戸東京を読む」 A5判295ページ、筑摩書房、1991
② 「江戸東京学への招待（1）文化誌篇」 B6判290ページ／日本放送出版協会／1995
③ 「江戸東京学への招待（2）都市誌篇」 B6判282ページ／日本放送出版協会／1995
④ 「江戸東京学への招待（3）生活誌篇」 B6判273ページ／日本放送出版協会／1996
⑤ 「江戸東京学」 小木新造／A5判225ページ／都市出版／2005

■　記録小冊子
① 「地域学の明日を考える」 B5判59ページ／住宅総合研究財団／1999
② 「地域雑誌からみた町」 B5判27ページ／住宅総合研究財団／2000
③ 「遺跡から江戸の生活文化を探る─江戸考古学最新情報─」 B5判27ページ／住宅総合研究財団／2001
④ 「都心居住の再考─江戸東京の生活史・文化史の視点から─」 B5判44ページ／住宅総合研究財団／2002
⑤ 「江戸のモノづくり─文化と技術のクロスオーバー─」 B5判55ページ、カラー／
	 文部科学省科学研究費補助金特定領域研究「江戸のモノづくり」総括班／住宅総合研究財団／国立科学博物館／

	 東京都江戸東京博物館

⑥ 「よみがえれ江戸遺跡─都市遺構の保存と活用に向けて─」 B5判42ページ／住宅総合研究財団／2005
⑦ 「東京エコシティ─新たなる水の都市へ─」 B5判46ペ─ジ／住宅総合研究財団／2006
⑧ 「都

みやこ

と京
みやこ
─東京と京都の人と暮らし─」 B5判40ペ─ジ／住宅総合研究財団／2007

⑨ 「地域資料としての『近代建築』」 B5判32ペ─ジ／住宅総合研究財団／2009
⑩ 「巣鴨の賑わいの原点をさぐる─江戸の拡大と巣鴨地域─」 B5判36ペ─ジ／住宅総合研究財団／2009
⑪ 「杉田玄白と小塚原の仕置場」 B5判32ペ─ジ／住宅総合研究財団／2009
⑫ 「発掘資料からみる江戸東京の連続性・非連続性」 B5判32ペ─ジ／住宅総合研究財団／2009

■　住宅総合研究財団機関誌「すまいろん」の住総研ニューズレターページ
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　江戸東京フォーラムは 1986年 5月に住宅総合
研究財団の助成研究として発足し、7月に第 1回
のフォーラムを開催しました。翌年度から、当財
団の活動として、現在に至っています。
　フォーラムは委員会で企画がつくられます。委
員は、現在、下記の通りです。　主な参加者は、建
築史・都市計画・歴史学・民俗学・社会学・文学・
美術史・地域学・地理学等に関心ある方で、どな
たでも参加することができます。自由で活発な議
論や意見交換が行われます。各分野での先端的な
問題意識も示され、お互いの刺激と示唆を与えあ
う場です。
　フォーラムの目的は、一言で言えば、東京の個
性を再考することです。東京は、政治、経済、情
報、文化が一極集中しています。都市機能が雑然
と混ざり合って、極めて輻輳した多重構造都市と
も言えます。この東京を解明する方法は、江戸か
ら今日までの一貫した視座でとらえること、都市
に関心を持つ人たちが、同じフロアで情報や意見
交換をして、共通の基盤を持つこと、このような
立場で、江戸東京の文化の変容、都市形成、日常生
活などを考えます。
　フォーラムは、企画の基本柱に基づいて立案を
しています。その基本柱は、①「記憶」としての都

市を考察する、②「地域研究」の掘り下げる、③環
境と都市の関係を歴史的視点で考察する、の 3つ
です。
　21世紀は「都市の時代」です。全世界の人口の大
半が都市に住むという、地球規模での都市化が進
みつつあります。その反面、環境破壊が今日の大
きな問題として浮上しました。都市景観が個性を
失い、画一化していることも気になります。
　そのような時代を迎え、江戸東京フォーラムで
は、引き続き東京を舞台に総合的な都市研究と、
その成果の市民への還元に取り組みます。

江戸東京フォーラムについて

■　フォーラム企画委員
委員長
陣 内 秀 信　法政大学デザイン工学部建築学科

委員（50音順）
稲 葉 佳 子　法政大学大学院工学研究科
入 江 彰 昭　東京農業大学短期大学部環境緑地学科
小 沢 朝 江　東海大学工学部建築学科
小 澤 弘　（財）東京都歴史文化財団 東京都江戸東京博物館
小 林 克　（財）東京都歴史文化財団
波 多 野 純　日本工業大学生活環境デザイン学科
森 ま ゆ み　作家
横山  泰子　法政大学工学部一般教育
吉見  俊哉　東京大学大学院情報学環

■　住宅総合研究財団について
　当財団は 1948（昭和 23）年、戦後の著しい住宅不
足が重大な社会問題となっていた時期、これに憂慮
した故清水康雄氏（当時清水建設社長）の提唱により、
東京都の許可を得て設立された公益法人です。
　現在は住生活に貢献しうる研究の委託・助成事業
を中心に、住をめぐるシンポジウムやフォーラムの
開催、機関誌『すまいろん』の発行等、学問と実践を
つなぐ普及活動を行っています。
　また、「住」に関する専門図書室を公開しています。
蔵書数は書籍が約 20,000 冊、和雑誌が 72 誌、洋雑誌
が 10 誌、学位論文が約 330 冊あります。江戸東京学
関係図書は復刻版や古地図も含め、積極的に蒐集し
ています。


